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JEEP WRANGLER UNLIMITED
●JAOSフロントスポーツカウル

●JAOSランプバー
●JAOSスポーツカウル用スキッドプレート

●JAOSブラックサイドステップ
●JAOSスペアタイヤブラケット

●JAOSマッドガードⅢ
●JAOS HIDヘッドライトキット

●JAOSアクセルペダルスペーサー
●JAOSフットレスト

●JAOSグラブハンドル
●BATTLEZエアクリーナー
●BATTLEZマフラーZS-4

SUZUKI JIMNY
●JAOSフロントスポーツカウル

●JAOSフロントグリル
●JAOSスポーツカウル用スキッドプレート

●JAOSリヤスポーツカウル
●JAOSアームプロテクター

●JAOSトランスファーガード
●JAOSタンクガードⅢ

●JAOSスペアタイヤブラケット
●JAOSマッドガードⅢ

●BATTLEZエアクリーナー
●BATTLEZマフラーZS

●BATTLEZ コンプリートセットVFS

TOYOTA C-HR

●JAOSフロントバンパーガード
●JAOSオーバーフェンダー typeX
●JAOSマッドガードⅢ
●BATTLEZマフラーZS-Ti
●BATTLEZコイル Ti-W
●VICTRON ASTELLA CM-03...etc

SUZUKI HUSTLER

●JAOSフロントスポーツカウル
●JAOSルーフスポイラー
●JAOSマッドガードⅢ
●JAOSルームランプ
●JAOSバニティミラーランプ
●BATTLEZマフラーZS-Ti
●BATTLEZサスペンションセットS...etc

JEEP RENEGADE

●JAOSフロントスキッドバー
●JAOSオーバーフェンダー typeX
●JAOSマッドガードⅢ
●BATTLEZマフラーZS-W
●BATTLEZコイルスペーサー
●VICTRON ASTELLA CM-03...etc

MITSUBISHI DELICA D:5
●JAOSフロントスキッドバー
●JAOSヘッドライトガーニッシュ
●JAOSオーバーフェンダー typeX
●JAOSルーフスポイラー
●JAOSブラックサイドステップ
●JAOSブラックリヤラダーⅡ
●JAOSリヤスキッドバー
●JAOSマッドガードⅢ
●BATTLEZエアクリーナー
●BATTLEZマフラーZS-2
●BATTLEZサスペンションセットVFCA
●BATTLEZアルカーボンタワーバー

TOYOTA LAND CRUISER PRADO
●JAOSフロントスキッドバー

●JAOSヘッドライトガーニッシュ
●JAOSクロームブレードグリル

●JAOSオーバーフェンダー
●JAOSブラックサイドステップ

●JAOSマッドガードⅢ
●JAOS LEDルームランプ

●BATTLEZエアクリーナー
●BATTLEZマフラーTF-2

●BATTLEZコンプリートセット VF-R
●BATTLEZブレーキパッド

●JAOS BACCHUS CM-11...etc

MITSUBISHI PAJERO

●JAOSフロントバンパーガード
●JAOSクロームブレードグリル

●JAOSルーフスポイラー
●JAOSマッドガードⅢ

●JAOS LEDルームランプ
●BATTLEZエアクリーナー

●BATTLEZマフラーZS
●BATTLEZコンプリートセットVFCA

●BATTLEZブレーキパッド
●VICTRON ASTELLA CM-02...etc

TOYOTA LAND CRUISER 200

●JAOSフロントバンパースポイラー
●JAOSリヤハーフスポイラー
●JAOSバニティミラーランプ
●BATTLEZエアクリーナー
●BATTLEZマフラーZS-4
●BATTLEZサスペンションセット DVFS
●BATTLEZラテラルロッド
●BATTLEZブレーキパッド
●JAOS BACCHUS CM-11...etc

●BATTLEZリヤロアアームバー
●BATTLEZブレーキパッド typeM
●VICTRON ASTELLA CM-03...etc

●BATTLEZ サスペンションセットVFA
●BATTLEZラテラルロッド

●BATTLEZブレーキパッド...etc

●BATTLEZラテラルロッド
●BATTLEZブレーキパッド

●VICTRON EXCEL JXⅡ...etc

4WD&SUVをもっと力強くもっと楽しくもっと素敵に

株式会社ジャオス　www.jaos.co.jp
https://www.youtube.com/user/JAOSCORPORATION
https://instagram.com/jaos_corporation/

http://www.facebook.com/JAOSCORPORATION
http://minkara.carview.co.jp/userid/839780/blog/

●BATTLEZサスペンションセット DVFS

●BATTLEZサスペンションセット VFCA

●BATTLEZサスペンションセット S

●BATTLEZコイルTi-W

●BATTLEZコイルスペーサー

●BATTLEZコンプリートセット VF-R

●BATTLEZコンプリートセット VFCA

●BATTLEZコンプリートセット VFS

●BATTLEZサスペンションセット VFA
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おかえりなさい、ハイラックス。
COLUMN

　

１
９
８
０
年
代
前
半
は
ま
さ
に
四
駆

ブ
ー
ム
幕
開
け
の
時
代
。
Ｓ
１
１
０
シ

ル
ビ
ア
、
Ａ
Ｅ
86
レ
ビ
ン
か
ら
Ｅ
Ｆ
９

シ
ビ
ッ
ク
を
乗
り
継
ぐ
バ
リ
バ
リ
の
オ

ン
ロ
ー
ド
派
だ
っ
た
父
が
、
あ
る
日
突

然
Ｌ
型
パ
ジ
ェ
ロ
・
バ
ン
（
シ
ョ
ー
ト

の
４
速
Ｍ
Ｔ
）
に
乗
っ
て
帰
っ
て
き

た
。
私
は
ま
だ
幼
稚
園
に
通
う
少
年
だ

っ
た
が
、
あ
の
瞬
間
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。
き
っ
と
、
ち
ょ
っ
と
へ

ん
て
こ
な
大
き
い
ク
ル
マ
が
や
っ
て
き

た
こ
と
が
よ
っ
ぽ
ど
刺
激
的
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
パ
ジ
ェ
ロ
が
我
が
家
に
や
っ

て
か
ら
は
当
然
の
よ
う
に
週
末
に
家
族

で
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
時
は
四
輪
駆
動
車
そ
の
も
が
珍

し
く
、
対
抗
車
線
を
走
っ
て
く
る
の
が

ラ
ン
ク
ル
だ
ろ
う
が
サ
フ
ァ
リ
だ
ろ
う

が
ジ
ム
ニ
ー
だ
ろ
う
が
関
係
な
い
「
四

駆
乗
り
」
と
い
う
共
通
点
だ
け
で
、
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
片
手
を
上
げ
て

す
れ
違
う
の
が
お
約
束
だ
っ
た
。
そ
ん

な
し
ぐ
さ
を
す
る
父
の
横
に
乗
る
の
が

私
の
ち
ょ
っ
と
し
た
誇
り
だ
っ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
街
を
走
る

四
駆
が
さ
ら
に
増
え
、
友
達
の
家
に
も

四
駆
が
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
デ
ィ
ー

ゼ
ル
タ
ー
ボ
＆
Ａ
Ｔ
、
そ
し
て
５
ド
ア

の
豪
華
な
モ
デ
ル
が
続
々
と
登
場
し
フ

ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

た
の
で
あ
る
。
の
ち
に
私
の
父
も
ラ
ン

ド
ク
ル
ー
ザ
ー 

プ
ラ
ド
78
系
に
乗
り

か
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
心
の
ど

こ
か
で
ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
の
が
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
と
い
う
存
在
だ
。

す
っ
か
り
四
駆
に
乗
る
こ
と
が
憧
れ
に

な
っ
て
い
た
私
は
、
父
の
運
転
す
る
Ｌ

型
パ
ジ
ェ
ロ
の
助
手
席
か
ら
、
若
者
グ

ル
ー
プ
（
当
時
の
私
か
ら
見
る
と
だ
い

ぶ
オ
ト
ナ
だ
が
）
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

荷
台
に
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
や
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
積

ん
で
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
る
姿
を
見
て

「
自
分
も
免
許
を
と
っ
た
ら
、
こ
う
や

っ
て
遊
ぶ
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
」
な
ん
て
想

像
し
て
歳
を
重
ね
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
。
そ
ん
な
私
の
目
に
映
っ
て

い
た
の
は
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
・
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
兄
弟
車
の

ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
サ
ー
フ
の
ほ
う
が
人
気

だ
っ
た
し
、
実
用
性
を
考
え
た
ら
こ
っ

ち
の
ほ
う
が
都
合
が
い
い
に
決
ま
っ
て

い
る
。
で
も
あ
の
自
由
な
雰
囲
気
と
日

本
の
四
駆
っ
ぽ
く
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
幼
き
頃
の
私
に
は
カ
ッ
コ
よ
く
見
え

た
の
だ
。　

　

私
が
社
会
人
に
な
っ
て
少
し
余
裕
が

で
き
た
２
０
０
０
年
代
半
ば
、
子
供
の

頃
に
憧
れ
た
無
骨
な
カ
タ
チ
を
し
た
四

駆
は
ほ
ぼ
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
地
元
の
ト
ヨ
タ
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
行

く
と
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
70
と
ハ
イ
ラ

ッ
ク
ス
だ
け
は
、
当
時
の
私
の
記
憶
の

ま
ま
の
姿
で
販
売
さ
れ
続
け
て
い
た
。

結
局
、
私
は
販
売
終
了
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

と
同
時
に
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
70
を
注

文
し
た
の
だ
が
、
ほ
ぼ
同
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
も
日
本
か
ら
姿
を
消

し
た
。

　

し
か
し
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
70
と

同
じ
よ
う
に
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
も
海
外

で
は
販
売
が
継
続
さ
れ
、
日
本
に
お
い

て
は
最
後
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
６
代
目

の
後
継
モ
デ
ル
と
し
て
７
代
目
（
ハ
イ

ラ
ッ
ク
ス 

ヴ
ィ
ー
ゴ
）
が
登
場
。
ト

ヨ
タ
の
世
界
戦
略
車
「
Ｉ
Ｍ
Ｖ 

シ
リ

ー
ズ
」
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
車

種
と
し
て
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
く
ら
べ
て
乗
用
車

と
し
て
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
カ
タ
チ

で
、
高
級
感
と
快
適
性
を
プ
ラ
ス
し
て

新
興
国
向
け
世
界
戦
略
車
と
し
て
販

売
さ
れ
、
約
11
年
間
愛
さ
れ
続
け
た
。

２
０
１
５
年
５
月
、
８
代
目
と
な
る
ハ

イ
ラ
ッ
ク
ス 

レ
ボ
が
タ
イ
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
デ
ビ
ュ
ー
。
フ
レ
ー
ム
を

刷
新
し
て
新
開
発
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
を
採
用
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
、

本
革
シ
ー
ト
な
ど
の
快
適
装
備
が
追
加

さ
れ
る
ほ
か
、
顔
つ
き
も
よ
り
精
悍
に

な
り
大
幅
に
質
感
が
向
上
し
て
い
る
。

　

そ
の
年
の
夏
、
ア
ジ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ラ
リ
ー
で
タ
イ
王
国
を
訪
れ
た

際
、
チ
ー
ム
ク
ル
ー
と
一
緒
に
現
地

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
飾

ら
れ
た
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス 

レ
ボ
を
初
め

て
見
た
私
は
、
再
び
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
へ

の
憧
れ
が
よ
み
が
え
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
な
っ
た
ら
も
う
最
後
。
す
ぐ

に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
検
索

し
、
私
の
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
は
あ
っ
と
い

う
間
に
海
外
の
リ
ア
ル
ユ
ー
ザ
ー
が
発

信
す
る
写
真
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

翌
年
に
は
我
が
チ
ー
ム
の
ラ
リ
ー
カ
ー

は
Ｆ
Ｊ
ク
ル
ー
ザ
ー
か
ら
ハ
イ
ラ
ッ
ク

ス
に
変
更
。
日
本
で
販
売
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
悔
や
み
な
が
ら
約
２
年
。
私

の
愛
車
も
13
歳
に
な
っ
た
。
期
間
限
定

で
も
い
い
か
ら
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
70

の
よ
う
に
復
活
し
て
く
れ
な
い
か
と
願

っ
て
い
た
ら
な
ん
と
実
現
し
て
し
ま
っ

た
か
ら
驚
き
だ
。
思
わ
ず
会
社
の
デ
ス

ク
で
「
お
か
え
り
な
さ
い
、
ハ
イ
ラ
ッ

ク
ス
」
と
独
り
言
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
は
乗
用
車
を
足
に
し
て
い
る
父
も
き

っ
と
同
じ
こ
と
を
感
じ
た
ん
だ
ろ
う
な
。

　

左：私が子どもの頃は街中もアウトドアスポットもガードバンパー＆
ハイリフトでカスタマイズしたハイラックスがたくさん走っていて「オト
ナになったらあんな風に遊ぶんだ」と夢を描いたものだ。
右：タイ王国では生活を支えるクルマとしてもハイラックスが大活躍。
写真の荷台を改造した乗り合いタクシー（ソンテオ）は街中でみか
ける。奥にチラリと見えるのは先代ハイラックス（ヴィーゴ）だ。

文●新飼亮也（ジャオス）

04 COLUMN おかえりなさい、ハイラックス。

06 ハイラックスがラリーで大健闘！
TEAM JAOS 3年目のチャレンジ

08 ジャオス代表取締役 赤星大二郎 インタビュー
アジアクロスカントリーラリーに挑戦する理由

10 TEAM JAOS HILUX AXCR 2017 ver.

14 アジアクロスカントリーラリー2017 レポート
究極の悪路に挑む猛者たち

22 トヨタ4WD快挙

24 あの“あきんど号”がFJクルーザーで復活

26 MOTOクラスの魅力

28 舞台裏で活躍するチームメカニックたち

30 TEAM JAOS 
Driver 能戸知徳× Co-Driver 田中一弘 対談

32 21人のクルマ大好き学生たちとコラボレーション

33 魅惑のスケルトングラフィック

34 JAOSとKYBの本気
超高性能ダンパー 
BATTLEZ VF-R
AXCR SPECIAL by KYB

36 Tires & Wheels
JAOS TRIBE CLAW
YOKOHAMA GEOLANDAR M/T G003

C O N T E N T S

NEW
ADVENTURE

4WD&SUV CULTURE MAGAZINE

Vol.01
2017 AUTUMN

編集 新飼 亮也（ジャオス）

原稿・デザイン JAOS Creative Room 

写真 芳澤 直樹

Crawl Red

新飼 亮也（ジャオス）

編集サポート 柳原 信広（新アポロ出版）

松本 晃一（新アポロ出版）

企画・編集 株式会社ジャオス
群馬県北群馬郡榛東村広馬場3586-1 
☎ 0279-20-5511

発行 株式会社ぶんか社
東京都千代田区一番町29-6
☎ 03-3222-5115（出版営業部）
☎ 03-3222-5322（広告部）
☎ 03-3222-5326（編集部）

S T A F F

車両 TEAM JAOS TOYOTA HILUX

ドライバー 能戸 知徳（ジャオス）

コ・ドライバー 田中 一弘（KYB）

写真 新飼 亮也（ジャオス）

C O V E R

タイ王国のトヨタディーラーにはこのようにハイラックスの展示車がズラリと並ん
でいる。ダブルキャブだけではなくスタンダードキャブ（２ドア）、スマートキャブ（観
音ドア）などのボディ違いから、エンジンやトランスミッションの違いなど数多く
のモデルが存在する。写真はAXCR2017で訪れたアユタヤのトヨタディーラー。
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２
０
１
５
年
４
月
、
株
式
会
社
ジ
ャ

オ
ス
は
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
製
４
Ｗ
Ｄ
パ
ー
ツ
の
輸
入

販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
時
代
に
合
わ
せ
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
パ
ー
ツ
の
開
発
製
造
か
ら
海
外

輸
出
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
な
ど
を
展
開
し
、

日
本
の
４
Ｗ
Ｄ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
共
に
育

っ
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
だ
。

　

そ
ん
な
ジ
ャ
オ
ス
が
30
周
年
を
機
に

少
し
づ
つ
変
化
を
し
て
い
る
。
世
界
中

の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
カ

ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
CI
を
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
、
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｓ
の
頭
文
字
を
と

っ
た
「
Ｊ
」
モ
チ
ー
フ
に
変
更
。
オ
フ

ロ
ー
ド
色
が
強
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
都

会
的
か
つ
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
日
本
か

ら
発
信
し
よ
う
と
い
う
考
え
だ
。
そ
の

ほ
か
に
も
高
付
加
価
値
商
品
の
展
開

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
２
０
１
７
年
）
な
ど
ジ
ャ
オ
ス
の
30

周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
32
年
目
に
入
っ

た
今
も
進
行
中
だ
。

　

２
０
１
５
年
に
結
成
し
た
チ
ー
ム
ジ

ャ
オ
ス
が
取
り
組
ん
で
い
る
ア
ジ
ア

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
リ
ー
へ
の
挑

戦
も
そ
ん
な
新
し
い
試
み
の
ひ
と
つ
。

２
０
１
５
年
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
日
本
の

オ
フ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
界
の
第
一
人
者
、

塙
郁
夫
選
手
を
迎
え
て
デ
モ
カ
ー
の
Ｆ

Ｊ
ク
ル
ー
ザ
ー
で
挑
戦
。
コ
・
ド
ラ
イ

バ
ー
は
ジ
ャ
オ
ス
の
代
表
取
締
役
・
赤

星
大
二
郎
が
担
当
。
実
際
に
使
用
し
た

高
性
能
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー
を
バ

ト
ル
ズ
（
ジ
ャ
オ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
パ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
）
か
ら
リ
リ
ー
ス

し
た
。
翌
年
の
２
０
１
６
年
は
タ
イ
王

国
か
ら
新
型
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
を
並
行
輸

入
し
て
、
ラ
リ
ー
カ
ー
に
改
造
。
ド
ラ

イ
バ
ー
は
ジ
ャ
オ
ス
社
員
の
能
戸
知
徳

が
担
当
し
、
総
合
５
位
（
改
造
車
デ
ィ

ー
ゼ
ル
ク
ラ
ス
４
位
）
と
い
う
好
成
績

を
収
め
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
３
年
目
の
挑
戦
と
な
る

２
０
１
７
年
は
ラ
リ
ー
で
使
用
し
て
い

る
ダ
ン
パ
ー
（
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ

ー
）
の
設
計
者
で
あ
る
Ｋ
Ｙ
Ｂ
株
式
会

社
の
田
中
一
弘
を
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
に

任
命
。
Ｋ
Ｙ
Ｂ
は
バ
ト
ル
ズ 

ダ
ン
パ

ー
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
ア
ジ
ア

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
リ
ー
に
お
い
て

も
２
０
１
５
年
の
初
参
戦
時
か
ら
大
き

な
協
力
体
制
を
築
い
て
き
た
。
設
計
者

自
ら
実
戦
を
体
感
し
、
さ
ら
に
深
い
商

品
開
発
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
計
画
だ
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
引
き
続
き
ジ
ャ
オ
ス

の
能
戸
知
徳
が
担
い
、
チ
ー
ム
ジ
ャ
オ

ス
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
を
無
事
に
ゴ
ー
ル

ま
で
届
け
て
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。
本

誌
で
は
ア
ジ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ

リ
ー
２
０
１
７
を
中
心
に
お
届
け
す
る

が
、
ジ
ャ
オ
ス
の
挑
戦
は
ま
だ
通
過
点

に
過
ぎ
な
い
の
だ
。

2016年 ハイラックスで初参戦
ドライバーに社員の能戸知徳を起用し、コ・ドライ
バーは前年同様に代表取締役の赤星大二郎。タイ王
国からカンボジアに抜けるコース。タイ王国から輸
入したハイラックスで総合5位を獲得した。

2016年で使用したハイラックスを使用。主に
ダンパーやブレーキ、補強面を強化した。ドライ
バーは２年連続でジャオス開発部の能戸知徳。
コ・ドライバーは2015年からTEAM JAOSが使
用しているダンパーの設計者・田中一弘（KYB
株式会社）が担当。タイ王国の中北部を巡るナ
ビゲーション難易度の高いコースに苦戦を強い
られたが無事に完走した。

今年で22回目を迎えたアジアクロスカントリーラリー（AXCR）はタイ王国を基点とし
た東南アジア各国のジャングルや山岳地帯、プランテーションなどを走る過酷かつ
大規模なラリーレイドだ。2001年からFIA公認として開催され、2012年には国際モ
ーターサイクリズム連盟（FIM）の公認を受け二輪クラスも設定。近年ではワークスチ
ームや有名ドライバーの参戦も増加し、知名度とレースのレベルが急上昇。常連の
青木拓磨選手、篠塚建次郎選手のほか、過去には片山右京選手、新井敏弘選手、
塙郁夫選手なども挑戦。夏のオフロード業界を盛り上げる華やかな国際ラリーだ。

TEAM JAOS ３年目のチャレンジ

2015年 TEAM JAOS誕生
創立30周年を記念してデモカーのFJクルーザーを
改造して参戦。タイ王国北部の山岳地帯で開催され
た。ドライバーは塙郁夫選手、コ・ドライバーは代
表取締役の赤星大二郎。総合8位でフィニッシュ。

アジアクロスカントリーラリーとは？

創立30周年を記念して2015年からアジアクロスカントリーラリーに挑戦。
社員を中心としたTEAM JAOSを結成して３年目を迎えた。
２年連続でハイラックスのラリーカーを使用したAXCR2017も見事完走。
そんな彼らの目的からラリー本番での活躍、話題のハイラックスラリーカーまでを徹底紹介。
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一級自動車整備士を目指す（専）中央自動車大学校の4年生。同校のカリキュ
ラム「ステップアッププログラム」として車両製作段階からTEAM JAOSに関
わり、AXCR2017本番はメカニックとして一緒に行動。チームクルーと一緒に
約10日間を生活。普段の授業とは違う慣れない現場に苦労しながらも日々成長
し、チームを強力にサポートした。

Mechanic

上條　拓人 Takuto Kamijo

脇田　寛之 Hiroyuki Wakita

―
―
ラ
リ
ー
活
動
と
普
段
の
業
務
は
ま

っ
た
く
違
い
ま
す
よ
ね
。

　

ラ
リ
ー
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ト
に
限
ら
ず

常
に
そ
の
場
で
の
瞬
時
な
判
断
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
結
果
に
影
響
す
る

場
合
も
あ
る
。
だ
か
ら
真
剣
だ
し
、
本

気
。
そ
し
て
グ
ズ
グ
ズ
迷
っ
て
い
る
時

間
も
な
い
（
笑
）。
時
に
は
う
ま
く
行

か
な
か
っ
た
り
、
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
与
え
ら
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
責
任
を

も
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら

こ
そ
の
こ
と
。
こ
の
緊
張
感
は
ラ
リ
ー

な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
。

―
―
精
神
的
に
も
ひ
と
回
り
タ
フ
に
な

れ
そ
う
で
す
が
。

　

そ
う
で
す
ね
。
８
月
の
タ
イ
王
国
は

湿
度
が
高
く
と
て
も
暑
い
の
で
体
力
も

必
要
で
す
が
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は
毎
晩
ち
ゃ

ん
と
し
た
ホ
テ
ル
に
宿
泊
で
き
る
の

で
、
そ
の
点
で
は
快
適
で
す
。
そ
れ
よ

り
も
精
神
的
な
強
さ
や
、
状
況
に
よ
っ

て
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
柔
軟
さ
が
必

要
で
す
。
ほ
か
の
チ
ー
ム
や
日
本
人
以

外
の
関
係
者
と
行
動
し
た
り
、
情
報
交

換
を
す
る
機
会
も
多
い
の
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
す
ご
く
大
切
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
っ
て
特
に
難
し
い

こ
と
で
は
な
い
し
、
社
会
人
と
し
て
当

然
の
こ
と
な
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
普

段
の
会
社
生
活
で
見
え
て
こ
な
い
し
、

試
さ
れ
る
機
会
っ
て
少
な
い
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。

競
技
、
つ
ま
り
硬
派
な
イ
メ
ー
ジ
を
強

化
で
き
た
こ
と
。
特
に
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
は
性
能
だ
け
で
は
な
く
、
耐
久
性
や

信
頼
性
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
ユ
ー
ザ
ー
様
に
は
地
味
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
た
よ
う
に
も
感

じ
ま
す
。
そ
こ
で
市
販
品
を
装
着
し
た

デ
モ
カ
ー
で
難
易
度
の
高
い
ラ
リ
ー
を

走
り
ぬ
い
た
こ
と
で
、
か
な
り
の
イ
ン

パ
ク
ト
を
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
と
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
の

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
拡
大
を
目
指
し
て
本
格
的
に
動

き
始
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
タ
イ

ミ
ン
グ
的
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。

　

社
員
を
積
極
的
に
関
わ
ら
せ
た
の
も

良
か
っ
た
。
準
備
段
階
か
ら
含
め
る
と

多
く
の
社
員
が
こ
の
活
動
に
関
係
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
６
年
か
ら

は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
開
発
部
の
能
戸
が
担

当
し
、
車
両
製
作
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

作
業
面
で
も
外
部
中
心
で
は
な
く
、
社

内
で
も
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
普
段
の
仕
事
と
は
内
容
も
与
え
ら

れ
た
時
間
も
違
う
し
、
探
求
心
や
積
極

性
、
協
調
性
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
多
く
の
成
長
が
あ
る
し
、
こ
れ
ま
で

目
立
っ
て
い
な
か
っ
た
能
力
が
引
き
出

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
地
に
行

く
社
員
は
わ
ず
か
で
す
が
、
彼
ら
は
す

ご
く
良
い
経
験
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
よ
。
私
自
身
も
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

―
―
過
去
に
は
パ
リ
ダ
カ
（
現
ダ
カ
ー

ル
ラ
リ
ー
）
に
出
る
チ
ー
ム
の
ス
ポ
ン

サ
ー
ド
を
し
た
り
、
オ
フ
ロ
ー
ド
レ
ー

サ
ー
の
マ
シ
ン
に
部
品
を
供
給
す
る
な

ど
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
立
場
だ
っ
た
ジ

ャ
オ
ス
が
な
ぜ
今
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
挑
戦

し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ま
で
は
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
限
ら
ず
、

部
品
供
給
と
い
う
カ
タ
チ
で
さ
ま
ざ
な

競
技
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
じ
つ

は
、
私
自
身
が
２
０
０
４
年
か
ら
３
年

間
、
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
Ａ
Ｘ
Ｃ

Ｒ
に
出
た
経
験
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
よ
り
も
、
私

自
身
の
「
点
」
で
の
携
わ
り
が
強
く
、

こ
れ
を
企
業
と
し
て
「
面
」
で
取
り

組
め
た
ら
い
い
な
と
い
う
気
持
ち
が

心
の
ど
こ
か
に
あ
っ
て
、
そ
の
後
の

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
様
子
も
気
に
し
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
弊
社
が
30
周
年
を
迎
え

た
２
０
１
５
年
、
レ
ー
サ
ー
の
塙
郁
夫

選
手
か
ら
「
ジ
ャ
オ
ス
の
デ
モ
カ
ー
で

一
緒
に
出
よ
う
よ
」
と
お
誘
い
を
受
け

た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
。
せ
っ
か
く

デ
モ
カ
ー
で
出
る
な
ら
ば
と
、
社
員
を

巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
ジ
ャ
オ
ス
を
結
成
。

市
販
化
を
見
据
え
た
高
性
能
ダ
ン
パ
ー

の
開
発
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
こ
の
取
り
組
み
が
と
て
も
良

い
効
果
を
生
み
出
し
た
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　

弊
社
ブ
ラ
ン
ド
に
ラ
リ
ー
の
よ
う
な

本
格
的
な
競
技
で
社
員
自
ら
が
四
駆
の
性
能
を
試
す
こ
と
が
大
切
。

な
ぜ
ジ
ャ
オ
ス
が
今
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
本
格
参
戦
す
る
の
か
。

し
か
も
社
員
自
ら
が
ド
ラ
イ
バ
ー
や
チ
ー
ム
の
実
行
部
隊
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

過
去
５
回
に
渡
り
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
を
務
め
た
経
験
を
も
つ

株
式
会
社
ジ
ャ
オ
ス
代
表
取
締
役
・
赤
星
大
二
郎
が
考
え
る
社
員
教
育
と
は
？

す
か
ら
ね
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
私
の

役
目
は
こ
う
い
っ
た
経
験
を
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
ほ
か
の
関
係
者
に
さ
せ
る
こ

と
。
そ
し
て
こ
の
活
動
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

変
換
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
今
後
ジ
ャ
オ
ス
が
目
指

す
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

国
内
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国

を
は
じ
め
中
国
や
中
近
東
さ
ら
に
は
北

米
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
で
フ
ァ
ン
を
作

り
、存
在
感
の
あ
る
企
業
に
な
る
こ
と
。

ま
だ
ま
だ
私
た
ち
が
入
り
込
め
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

は
ず
で
す
。そ
ん
な
未
来
の
お
客
様
に
、

私
た
ち
が
こ
だ
わ
っ
て
造
っ
て
い
る
製

品
を
い
ち
早
く
お
届
け
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
そ
れ
が
４
Ｗ
Ｄ
＆
Ｓ
Ｕ
Ｖ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
繋
が
れ

ば
最
高
で
す
ね
。

者
で
あ
る
田
中
さ
ん
に
コ
・
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
自
ら
設
計
し
た
ダ
ン
パ
ー

で
競
技
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
製
品
開
発
に
大
き
く
生
か

さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
チ
ー
ム
と

し
て
は
３
年
目
で
し
た
が
、
新
し
い
試

み
で
挑
戦
し
た
年
に
な
り
ま
し
た
ね
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
始
終
を
俯
瞰
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
意
義
の

あ
る
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。

―
―
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
を
も
う
一
度
や

り
た
く
は
な
ら
な
い
？

　

や
り
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

（
笑
）。難
解
な
コ
マ
図
を
読
み
上
げ
て
、

実
際
の
コ
ー
ス
が
シ
ン
ク
ロ
し
た
時
に

生
ま
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
一
体
感
。

緊
張
感
と
責
任
感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
に
な
り
な
が
ら
、
Ｓ
Ｓ
を
ナ
ビ
ゲ
ー

ト
し
て
ゴ
ー
ル
し
た
時
の
達
成
感
は
独

特
で
、
病
み
つ
き
に
な
る
方
も
多
い
で

ジャオス創立30周年を記念してアジアクロスカントリー2015に
参戦するために結成。総監督の赤星嘉昭（ジャオス取締役会長）
筆頭にジャオス社員、KYB・田中、そしてエボリスタ・小林、群
馬トヨタ・今泉などの社外メンバーを加えたスぺシャリスト集団。
2016年からはドライバーとして社員の能戸知徳を起用。ラリー
の実践で得た経験やデータをジャオス市販パーツの企画・開発に
フィードバックすることを目的として造られているチームだ。

赤星　大二郎 Daijiro Akahoshi

1972年東京都出身、株式会社ジャオス代表取締役。2004年から3年間
アジアクロスカントリーラリーにコ・ドライバーとして参戦。10年のブ
ランクを経た2015年ではTEAM JAOSを結成して自社のデモカー・FJ
クルーザーで参戦。コ・ドライバーを担当（ドライバー・塙郁夫選手）
し、総合8位（T1Gクラス2位）を獲得した。2016年はタイ王国からハ
イラックスを輸入して挑戦。コマ図を正確に読み上げ、見事チームを入
賞に導く。翌年の2017年はチーム監督として全体を指揮した。

1988年北海道出身。10歳でジムニーを初運転し、翌年にはバギーで陸別道新
オフロードバトルに参戦してドライバー人生をスタートさせた。以後、学業と
両立しながらオフロードレースの数々に参戦。18歳の時、AXCR2006でジャ
オス・赤星と組みパジェロで完走。翌年の同大会で総合4 位（日本人最高位）
を獲得。ジムニースーパートライアルチャンピオンシップ北海道DV３年連続
シリーズ優勝、BAJA1000ではチームジオランダ―のサブドライバーを務める
など若干29歳にして輝かしい経歴をもつ。AXCR2015ではメカニックとして
TEAM JAOSを支え、同年12月にジャオスに入社。AXCR2016にチームドライ
バーとして参戦し総合5 位入賞。2017年もドライバーを担当した。

Driver

能戸　知徳
Tomonori Noto

ル
や
他
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

と
情
報
交
換
を
し
て
、
刻
々
と
変
化
す

る
競
技
の
状
況
を
把
握
し
、
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
を
整
え
た
り
、
的
確
な
指
示
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
ベ
ー
ス
車
を
使
用
し
て
い
る
ワ
ー
ク

ス
チ
ー
ム
と
の
情
報
交
換
が
、
組
織
の

垣
根
を
越
え
て
活
発
に
行
わ
れ
、
車
両

へ
の
知
見
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

―
―
今
ま
で
よ
り
も
各
ス
タ
ッ
フ
の
動

き
を
見
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
？

　

そ
う
で
す
ね
。「
ラ
リ
ー
車
を
無
事

に
ゴ
ー
ル
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
ん
な
に

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
動
い
て
る
ん
だ
」
と
頭
で
は
分
か
っ

て
い
た
こ
と
だ
け
ど
、
実
際
に
中
に

入
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
Ｋ
Ｙ
Ｂ
株
式

会
社
（
ダ
ン
パ
ー
の
供
給
元
）
の
技
術

―
―
ラ
リ
ー
の
結
果
や
宣
伝
効
果
だ
け

で
は
な
く
社
員
教
育
の
場
と
し
て
も
絶

好
の
場
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

手
段
は
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
ん

で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
れ
が
四
駆
パ
ー
ツ

メ
ー
カ
ー
ら
し
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
造
っ
た
部
品
や
ク
ル

マ
が
国
際
的
な
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ

リ
ー
を
走
る
。
そ
れ
を
自
ら
見
た
り
、

乗
っ
た
り
、
直
し
た
り
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
最
高
で
す
よ
ね
。
当
然
こ
れ
ら

は
商
品
の
企
画
や
開
発
時
に
生
か
さ
れ

る
わ
け
で
す
。

―
―
チ
ー
ム
監
督
と
し
て
今
シ
ー
ズ
ン

を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
し
た
か
。

　

昨
年
ま
で
過
去
の
５
回
す
べ
て
コ
・

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
し

か
な
く
、
特
に
競
技
中
は
自
分
の
仕
事

（
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
）
に
徹
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
オ
フ
ィ
シ
ャ

1982年福岡県出身。雑誌編集者、クリエイティブディレクター、フォトグラ
ファーを経て2013年に株式会社ジャオスに入社。広報・宣伝業務と商品企画
などに携わる。AXCRでは事前準備やチーム運営などのマネージャー業務をし
ながらフォトグラファー＆ライターとして、現地から特設サイトに最新状況を
アップ。プライベートでは横田紀一郎氏率いるTEAM ACPに所属。

Manager

新飼　亮也
Ryoya Shinkai

1963年群馬県出身。ディーラーメカニック時代に社内でラリーチームを結成
し、WRC ラリージャパンに6回に渡ってチャレンジ。勤続30年を機に独立し、
カーショップ EVOLiSTA を創立。2013年以降はTEAM CERAM のチーフメカ
ニックを務める。また、同時にアップルナビ（コンピューター関連）も経営す
るアップルコンピューターのスペシャリストでもある。

Chief Mechanic

小林　正夫
Masao Kobayashi

1978年静岡県出身。大学時代は工学部で機械工学を学び、2001年KYB株式会
社に入社。自動車メーカーからアフターパーツメーカー、モータースポーツま
で幅広いダンパーの設計経験をもち、AXCR以外の国際ラリー用ダンパーの開
発実績もある。豊富な現場経験からドライバーの意のままのチューニングを即
座に施す専門家。AXCRには2015年、2016年の２年間TEAM JAOSのKYB 製
ダンパーの設計を担当し、サービスクルーとしてラリー本番をサポート。自ら
設計したダンパーのよりリアルなデータを収集するために2017年は初めてコ・
ドライバーとして挑戦した。過酷な現場で競技者として得た生のデータを製品
開発にフィードバックする。

Co-Driver

田中　一弘
Kazuhiro Tanaka

1983年群馬県出身。トヨタ自動車大学校を卒業後2006年に群馬トヨタ自動車
株式会社入社。メカニックとして勤務して一級自動車整備士、トヨタ技術検定
一級、ハイブリッドマイスターなどを習得。2015年からはRVパーク（梯子車
体）のカスタマイズアドバイザーとして活躍するスペシャリスト。プライべー
トではFJクルーザーやランドクルーザー40系、70系を乗り継ぐ四駆愛好家。

Mechanic

今泉 俊一
Syunichi Imaizumi
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ENTRY CARトヨタ・ハイラックス105
ノーマルのハイラックスはこんな仕様です！

2016年にタイ王国から輸入したハイラックス ダブルキャブ 2.8Ｇ（6ＭＴ）は2.8Ｌディーゼル
ターボエンジン（1ＧＤ-FTV）を搭載する上級グレード。2017年9月に発売された日本仕様と
は異なる。プッシュスタートやオートエアコンはもちろん本革&電動シートまで装備。広 と々した
高級感のある車内はパッセンジャーカーとしても十分快適に使えるだろう。

年式：2015
型式：GUN126R
エンジン：1GD-FTV 2,755cc 直列4気筒DOHC（ディーゼルターボ） 
最高出力：130kW［177 PS］/3,400 r.p.m. 
最大トルク：420N・m［42.8 kgf・m］/1,400-2,600 r.p.m. 
トランスミッション：6速MT 

　

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
５
で
タ
イ
王
国
の

古
都
チ
ェ
ン
マ
イ
を
訪
れ
た
チ
ー
ム
ジ

ャ
オ
ス
の
ク
ル
ー
が
、
発
売
さ
れ
た
ば

か
り
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
を
見
て
「
も

し
か
し
た
ら
日
本
で
も
発
売
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
ぜ
ひ
売
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
を
込
め
て
、

２
０
１
６
年
３
月
に
タ
イ
王
国
か
ら
輸

入
し
た
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ブ 

２
・
８
Ｇ
。
ボ
デ
ィ
タ
イ
プ
や
エ
ン
ジ

ン
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
違
い
な

ど
、
現
地
に
は
た
く
さ
ん
存
在
す
る
グ

レ
ー
ド
の
中
か
ら
選
ん
だ
の
は
日
本
仕

様
と
は
異
な
る
２
・
８
Ｌ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
と
６
速
マ
ニ
ュ
ア
ル

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
搭
載
す
る
モ

デ
ル
だ
。

　

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は
Ｆ
Ｉ
Ａ
公
認
競
技
の
た

め
、
競
技
車
両
に
関
し
て
も
安
全
装
備

を
中
心
と
し
た
仕
様
が
細
か
く
定
め
ら

れ
て
い
る
。
内
装
は
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
な

ど
を
装
備
す
る
め
に
２
名
乗
車
に
変
更

さ
れ
て
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
る
が
、
外
観

は
ノ
ー
マ
ル
然
と
し
た
ス
タ
イ
ル
を
保

ち
大
き
な
改
造
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は
そ

う
優
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ロ
ッ
ク
、

マ
ッ
ド
、
グ
ラ
ス
ト
ラ
ッ
ク
、
モ
ー
グ

ル
、
サ
ン
ド
、
川
渡
り
、
な
ど
…　

あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
悪
路
を
長
時
間
に
渡
っ

て
走
る
過
酷
な
ラ
リ
ー
だ
。
こ
れ
を
走

破
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
モ
デ

ィ
フ
ァ
イ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
ジ
ャ
オ
ス
が
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス

に
施
し
た
の
は
補
強
と
簡
易
的
な
軽
量

化
、
足
回
り
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
。

こ
の
ス
タ
イ
ル
は
２
０
１
５
年
の
Ｆ
Ｊ

ク
ル
ー
ザ
ー
の
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な

く
、
昨
年
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
を
イ
チ
か
ら

製
作
す
る
時
も
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
３
回
使
用

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
オ
ク
ヤ
マ
で
徹

底
し
た
補
強
を
施
し
て
い
る
。
重
い
荷

台
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
リ
ヤ
フ
ェ
ン
ダ

ー
（
荷
台
部
分
の
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
）
と

過去2年間のノウハウをつぎ込んで改良された熟成マシン

AXCR2017では2016年で使用した車両をベースに
各部をアップデートしたマシンで挑戦。

過去の実戦から得たノウハウと、
２年の歳月を経て造り上げた完成度高いマシン。

まさにTEAM JAOSの集大成ともいえるハイラックスだ。

ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
Ｆ
Ｒ
Ｐ
化
。
リ
ヤ
シ
ー

ト
な
ど
も
取
り
外
し
て
、
ロ
ー
ル
ケ
ー

ジ
や
補
強
で
増
え
た
重
量
を
ノ
ー
マ
ル

と
同
等
に
抑
え
よ
う
と
い
う
考
え
だ
。

な
お
、
ア
ン
ダ
ー
ガ
ー
ド
類
や
マ
ッ
ド

ガ
ー
ド
は
ジ
ャ
オ
ス
製
と
な
る
。

　

ラ
リ
ー
で
の
走
り
を
左
右
す
る
ダ
ン

パ
ー
は
ジ
ャ
オ
ス
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
パ

ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
「
バ
ト
ル
ズ
」
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
Ｋ
Ｙ
Ｂ
の
協
力

で
、
田
中
一
弘
（
今
年
の
コ
・
ド
ラ
イ

バ
ー
）
が
設
計
し
た
ダ
ン
パ
ー
を
使
用
。

昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
は
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
た
め

に
最
新
技
術
と
高
性
能
部
品
で
専
用
開

発
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
が
、
ね

ら
い
は
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

市
販
品
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い

う
も
の
だ
。
２
０
１
７
年
仕
様
の
新
ダ

ン
パ
ー
は
ボ
デ
ィ
径
や
ロ
ッ
ド
系
も
拡

大
し
て
、
さ
ら
な
る
高
性
能
化
が
図
ら

れ
て
い
る
（
34
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
ま
た
、

リ
ヤ
ブ
レ
ー
キ
の
デ
ィ
ス
ク
化
や
新
ホ

イ
ー
ル
の
採
用
（
36
ペ
ー
ジ
参
照
）
、

荷
台
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
投
入
し
て
大
き
く

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
。
難
易
度
の
高

い
コ
ー
ス
設
定
で
あ
り
な
が
ら
も
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
、
無
事
に
完
走
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
熟
成
マ
シ
ン
だ
。

タイヤ YOKOHAMA GEOLANDAR M/T G003

ホイール JAOS TRIBE CLAW 17×7.5.J+25

外装・補強 JAOS フロントアンダーガード ジュラルミン製*

JAOS センターガード ジュラルミン製 *

JAOS タンクガード ジュラルミン製*

オクヤマ フロントガード&ウインチマウント*

オクヤマ リヤウインチマウント*

オクヤマ フロアジャッキホルダー*

オクヤマ スペアタイヤキャリア*

JAOS マッドガード（5㎜厚 非売品）

JAOS センターマッドガード*

JAOS フェンダーライナー*

JAOS リヤショックガード*

Ken.Factory FRPボンネット*

Ken.Factory リヤデッキショートパネル*

JAOS LEDフォグランプ（試作品 2017年冬発売予定） 

IPF LEDヘッドランプバルブ HB3/4 ハイビーム対応 6500K 351HLB

LED バックフォグランプ 

オクヤマ フレーム補強*

JAOS 強化ボディマウント*

オクヤマ ボディ各部スポット増し補強*

内装 オクヤマ FIA規格 フル溶接タイプロールケージ*

トヨタ紡織 フルバケットシート MSH-002（非売品）

タカタ  レーシングハーネス RACE6 3HANS BK 72005-0

サベルト ステアリング 

ダッシュボード幻惑防止シート

オクヤマ ハイグリップシフトノブ

オクヤマ ペダルセット&フットレスト*

フロアパネル（ワンオフ）*

オクヤマ バッテリーボックス

OPTIMAイエロートップバッテリー 

ICE FUSE フューズ&バッテリーターミナル

IRS 8連ヒューズBOX&サーキットブレーカー

ウォッシャータンク移設 

パーツBOX 

追加メーター （油温・油圧・水温・ブースト・排気温） 

Monit G-100（ツイントリップメーター） 

iPad 4 & DX500RALLY.Pro

足回り フロント BATTLEZ コイル Ti-W

リヤ BATTLEZ スプリング（試作品）

ダンパー BATTLEZ VF-R AXCR SPECIAL by KYB 

JAOS ピロアッパーマウント*

アッパーアーム（チューブタイプピロボール式）

駆動系 フロント OS技研 スーパーロックLSD

リヤLSD

ファイナルギヤ変更

エンジン TDI Tuning TWIN Channel ECUサブコントローラー 

オクヤマ インタークーラーパイプ*

オクヤマ サクションパイプ*

HPI アルミ製オイルクーラー

オクヤマ オイルキャッチタンク 3L 

オイル ZETA MOTOR OIL（エンジン、ミッション、LSD）

給排気系 TJM AIRTEC シュノーケル

JAOS オールステンレスマフラー*

ブレーキ フロントブレーキ 17インチ化

リヤブレーキ ディスク化*

プロジェクトμ スリットブレーキローター*

プロジェクトμ 強化ブレーキパット*

プロジェクトμ メッシュブレーキホース

プロジェクトμ ブレーキオイル

ウインチ WARN TABOR 8K & マルチマウントキャリア

※「*」のパーツはワンオフ製作となります

#
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競技の現場から誕生したJAOSの市販パーツ
JAOSの製品にはラリーやオフロードレースなどの現
場から生まれたものや、そのまま競技車両に使用で
きるスペックのものもある。マッドガードや下回り
のガード系は、ドレスアップ効果も高い人気アイテ
ムだが、見た目だけではない本格パーツ。2015年の
AXCRに参戦したTEAM JAOS FJクルーザーに搭載さ
れていたダンパーとコイルスプリングは現在市販され
ているBATTLEZ VF-Rシリーズそのもの。その性能
と耐久性は実証済みだ。ガチガチな硬い脚ではなく、
しっとりとした乗り心地の良さがポイント。

JAOS、BATTLEZの市販パーツの詳細はウェブサイトでご確認ください。
www.jaos.co.jp

2

LEDフォグランプ
通常のペースならば夜間に走行すること
はないが、ミスコースやマシントラブルに見
舞われてゴールが日没後になる可能性も
ある。昼間でも暗いジャングルの中や激
しいスコールの時に大活躍。このLEDフ
ォグランプは2017年冬にJAOSから発
売される予定だ。

1

アンダーガード
激しいオフロードを走るため、下回りのヒ
ットは避けきれない。JAOSの工場で造っ
たジュラルミン製のガードで大切な車両
を守る。フロント部分はスキッド性を良くす
るためにスカート形状になっている。なお
フレームやアーム、ボディなどもキッチリと
補強を行っている。

3

ボンネット&シュノーケル
フェンダーから伸びた煙突のようなもの
はエンジンの給気口を高い位置にして
エアクリーナーに直結させるシュノーケル。
渡河時にエンジン内部に水が入るのを
防ぐ。フロントの重量を軽くするためにボ
ンネットはFRP製に変更。どちらもクロス
カントリーラリーの定番装備だ。

5

マッドガード
走行中のタイヤからはね上げられる水、
泥、砂、小石などからボディを守る泥除け。
FIAの規定では4ｍｍ厚以上を使用する
よう定められているため、JAOS マッドガ
ードシリーズよりも厚めの仕様となってい
るが基本的な素材や造りは市販品とま
ったく同じだ。

6

リヤフェンダー
リヤダンパーのレイアウト自由度と軽量
化を目的として荷台をキャンセル。フェン
ダー部分のサイドパネルはFRP製に変
更している。さらにリヤオーバーハング部
分を約30センチ短くしてデパーチャーア
ングルの拡大にも貢献。これにより車両
の全長は約5メートルに収まっている。

7

サスペンション
長時間の悪路走行でも安定した性能を
発揮する別体リザーバタンク式ダンパー
はKYBとJAOSが共同開発した専用品。
フロントのコイルスプリングとリヤのリーフ
スプリングはストリート用に再チューニン
グしてBATTLEZブランドで市販予定だ。
ダンパー詳細は34ページ参照。

9

ウインチ
スタックした時の脱出用に備えるウインチ
（WARN TABOR 8K）とサンドラダーは
使用頻度が低いので荷台部分のキャビ
ン後側に積載。ウインチを使用するとき
は、前後にそれぞれ設置してあるヒッチメ
ンバーに装着して使用する仕組みだ。牽
引ロープ類は車内に積んでいる。

11

バケットシート
長時間の激しい走行でも体をしっかりと
包み込むように支えるFIA公認のトヨタ
紡織 MSH-002。CFRP（カーボンファ
イバー）製で、間に発泡樹脂を使用するこ
とで、強度と剛性を最大限に引き上げな
がらも極限の軽量化を実現した特別な
フルバケットタイプのシートだ。※非売品

13

ラリーコンピューター
ナビゲーション機器は、iPadにラリーコン
ピュータアプリ「DX500RALLY.PRO」
をインストールしたものと、GPSと車速パ
ルスの両方から正しい距離を表示するツ
イントリップメーターを装備。コ・ドライバー
はコマ図と距離情報と照らし合わせてド
ライバーにルートを指示する。

8

スペアタイヤ
荷台部分には２本のスペアタイヤを積載。
競技中にタイヤ交換が必要になった時
は、ドライバーとコ・ドライバーの２人で作
業しなければならないため、素早くできる
ようにフロアジャッキも装備。ホイール用
のソケットを付けたロングスピンナーハン
ドルも用意している。

10

ロールケージ
ジャングルジムのように車内を張り巡らさ
れたパイプは、クラッシュや転倒の衝撃
から乗員を守るための安全装備。車体
剛性アップにも貢献している。FIAの規
定でフル溶接タイプであることや、車両
に合わせた構造などが細かく決められて
いる。株式会社オクヤマにて製作。

12

インカム
インターカムの略称で、ドライバーとコ・ド
ライバーが会話するための通信装置。、マ
イク部分はヘルメットに内蔵されている。ト
ランシーバーとは異なり、電話のように同
時通話が可能だ。近年は無線タイプも
出回っているがTEAM JAOSは安定し
た通信が可能な有線タイプを使用。

14

ウォッシャータンク&バッテリー
渡河や水たまりセクションが多いAXCR
では大量にウォッシャー液を使用する。そ
のため車内に移設してタンクも大型化。
バッテリーも同じく移設してサブバッテリ
ーも追加。写真右のアルミ製のツールボ
ックスの中には車載工具や最低限の油
脂類、レスキュー用品などが入っている。

TEAM JAOS HILUX DIMENSION

1_UNDER GUARD

2_FOG LAMP

3_BONNET

4_WHEEL

4_TIRE

5_MUD GUARD

4

タイヤ＆ホイール
マッド、サンド、ロック、ターマック・・・　先の
路面状況が予測できないラリーにおいて
タイヤの選定はとても重要。AXCRの場
合、悪路走破性に特化したマッドテレー
ンタイヤを使用するのがベターだ。ホイー
ルはJAOSの新作、エンケイ製のTRIBE 
CLAW。詳細は36ページ参照。

9_WINCH8_SPARE TIRE
6_REAR FENDER

7_SUSPENSION

10_ROLL CAGE

12_INTERCOM

11_BUCKET SEAT

13_RALLY COMPUTER14_BATTERY

#
3_SNORKEL



08.13 公式車検、ブリーフィング、セレモニースタート

08.14 LEG1 アユタヤ ＞ カンチャナブリ

08.15 LEG2 カンチャナブリ ＞ カンチャナブリ

08.16 LEG3 カンチャナブリ ＞ ナコーンサワン

08.17 LEG4 ナコーンサワン ＞ ペッチャブン

08.18 LEG5 ペッチャブン ＞ パクチョン

08.19 LEG6 パクチョン ＞ アユタヤ 
セレモニーフィニッシュ、表彰パーティ

競技区間 1171.64㎞（スペシャルステージ）

移動区間 972.24㎞（リエゾン）

総走行距離 2143.88㎞（スペシャルステージ+リエゾン）
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東
南
ア
ジ
ア
の
広
大
な
大
地
を
舞
台

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ア
ジ
ア
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ラ
リ
ー
（
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
）
が
例

年
通
り
日
本
の
夏
休
み
に
あ
た
る
時
期

に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
で
22
回
目
を
迎

え
る
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
山
岳

地
帯
を
メ
イ
ン
と
し
た
マ
ッ
ド
、
ロ
ッ

ク
、
サ
ン
ド
、
川
渡
り
な
ど
…　

あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
悪
路
を
走
り
ぬ
く
Ｆ
Ｉ
Ａ

公
認
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
リ
ー
だ
。

Ｌ
Ｅ
Ｇ
１
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｇ
６
ま
で
の
６
日

間
、
街
か
ら
街
に
移
動
し
な
が
ら
各
エ

リ
ア
の
競
技
区
間
（
Ｓ
Ｓ
）
で
タ
イ
ム

計
測
を
行
う
の
だ
が
、
移
動
区
間
（
リ

エ
ゾ
ン
）
も
長
く
オ
ン
ロ
ー
ド
走
行
も

多
い
。
リ
エ
ゾ
ン
で
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
タ

イ
ム
（
結
構
タ
イ
ト
に
設
定
さ
れ
た
目

標
時
間
）
が
あ
り
、
マ
シ
ン
に
も
ド
ラ

イ
バ
ー
に
も
マ
ル
チ
な
能
力
が
要
求
さ

れ
る
難
易
度
の
高
い
競
技
な
の
だ
。

　

タ
イ
王
国
を
拠
点
と
し
て
、
近
隣
諸

国
に
移
動
す
る
年
も
あ
る
が
、
今
年
は

国
境
を
越
え
る
こ
と
な
く
タ
イ
王
国
内

だ
け
で
開
催
さ
れ
た
。
走
行
距
離
が
短

い
の
で
は
？ 

と
想
像
す
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
昨
年
の
パ
タ
ヤ

（
タ
イ
王
国
）
―
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
間
よ
り
も
長
い
、
総

走
行
距
離
約
２
１
５
０
㎞
。
さ
ら
に
タ

イ
王
国
は
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
あ
り
、
当
然
主
催
者
は
こ
の
地

を
知
り
つ
く
し
て
い
る
は
ず
だ
。
と
な

れ
ば
難
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
の
は
そ
う

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
は
ず
。
ま
た
、

カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
か
ら
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
ン

に
向
け
た
ル
ー
ト
は
過
去
に
も
設
定
さ

れ
た
実
績
が
あ
り
、
激
し
い
マ
ッ
ド
＆

川
渡
り
セ
ク
シ
ョ
ン
が
続
く
コ
ー
ス
と

し
て
ベ
テ
ラ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ト
の
間
で

は
有
名
な
エ
リ
ア
だ
。
開
催
前
か
ら
波

乱
の
展
開
が
予
想
さ
れ
た
。

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

タ
イ
王
国
内
の
み
で
開
催

ASIA 
CROSS 
COUNTRY 
RALLY 2017
REPORT

究極の悪路に挑む猛者たち

第22回 アジアクロスカントリーラリー2017

競技者を悩ませるコマ図

ルートを図を使って示した略地図でスタート
地点からの距離と直前のコマからの距離
が書かれている。注意が必要な場所や目
印も記載されているが、AXCRは正しいルー
トを見つけることが難しい上に短いコマは
数十メートルなんていうのもある。ミスコース
をして迷子状態になることも珍しくはない。

左：ブリーフィングは英語で行われ注意事項などが説明される。
右：公式車検では車両や装備品が FIA の規定通りか厳しく
チェックされ、合格したチームのみが競技に参加できる。

　

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は
観
光
名
所
で
も
あ
る
街

や
遺
跡
を
ス
タ
ー
ト
や
ゴ
ー
ル
に
設
定

す
る
こ
と
が
多
く
競
技
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
も
有
名
だ
。
日
本
の

約
１
・
４
倍
も
の
面
積
を
も
つ
タ
イ
王

国
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
リ
ス
ト

に
登
録
さ
れ
た
場
所
が
５
ヵ
所
あ
る
が
、

バ
ン
コ
ク
か
ら
日
帰
り
で
き
る
場
所
に

あ
る
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
は
世
界
中
の
観
光

客
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
今
年

は
そ
ん
な
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
の
敷
地
内
を

ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
に
し
た
ル
ー
プ
コ

ー
ス
が
設
定
さ
れ
た
。

　

６
日
間
の
競
技
を
翌
日
に
控
え
た
８

月
13
日
。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
テ
ル
の
敷

地
内
で
車
検
や
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
行

わ
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ
１
の
ル
ー
ト
ブ
ッ
ク

（
コ
マ
図
）
も
配
布
さ
れ
た
。
ほ
と
ん

ど
の
チ
ー
ム
が
前
日
ま
で
に
現
地
入
っ

て
準
備
を
開
始
。
ガ
ラ
ン
と
し
た
ホ
テ

ル
の
駐
車
場
が
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
カ

ラ
フ
ル
な
マ
シ
ン
で
彩
ら
れ
て
い
き
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ト
同
士
が
１
年
ぶ
り
の
再

会
を
喜
ぶ
英
語
や
タ
イ
語
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
ま
る
で
お

祭
り
で
も
始
ま
る
か
の
よ
う
な
雰
囲
気

だ
。
そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

日
没
後
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ワ
ッ

ト
・
プ
ラ
・
ラ
ー
ム
が
見
渡
せ
る
絶
好

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
造
ら
れ
た
ポ
デ
ィ
ウ

ム
に
て
セ
レ
モ
ニ
ア
ル
ス
タ
ー
ト
が

行
わ
た
。
今
年
は
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
（
四
輪
）

と
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
二
輪
）
が
そ
れ
ぞ
れ
23

台
づ
つ
、
さ
ら
に
サ
イ
ド
カ
ー
が
１
台

エ
ン
ト
リ
ー
。
近
年
増
加
し
て
い
る
Ａ

Ｕ
Ｔ
Ｏ
の
ワ
ー
ク
ス
系
チ
ー
ム
（
イ
ス

ズ
、
ト
ヨ
タ
、
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
な
ど
）
の
参

戦
も
あ
り
、
各
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
や
メ
デ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
る
と
な
ん
と
総
勢
約

３
５
０
名
。
華
や
か
な
ス
タ
ー
ト
は
、

激
し
い
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
東
南

ア
ジ
ア
最
大
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ

リ
ー
の
幕
開
け
で
も
あ
っ
た
。

セレモニースタートに集まったTEAM JAOS
のサポーターはなんと総勢約50名。大きな声
援をもらい緊張感を高めた夜となった。

アユタヤのオフィシャルホテルの駐車場がサービスパークとな
り、公式車検もここで行われる。
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華
や
か
な
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
一
晩
明

け
た
Ｌ
Ｅ
Ｇ
１
。
緊
張
感
と
闘
争
心
に

満
ち
た
表
情
で
選
手
や
関
係
者
が
ア
ユ

タ
ヤ
の
ホ
テ
ル
を
後
に
す
る
。
い
よ
い

よ
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
７
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

競
技
期
間
中
は
毎
朝
ホ
テ
ル
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
リ
エ
ゾ
ン
（
移
動
区
間
）

を
走
っ
て
Ｓ
Ｓ
（
競
技
区
間
）
の
ス

タ
ー
ト
地
点
ま
で
移
動
。
タ
イ
ム
計
測

が
行
わ
れ
る
Ｓ
Ｓ
を
走
行
後
、
そ
の
日

に
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
ま
で
リ
エ
ゾ
ン
を

走
る
。
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ク
で
整
備
を
し

て
翌
朝
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
。
と
い

う
の
が
基
本
的
な
流
れ
だ
。
な
お
、
リ

エ
ゾ
ン
も
ル
ー
ト
が
コ
マ
図
で
指
示
さ

れ
て
い
る
し
、
タ
イ
ム
計
測
は
な
い
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
タ
イ
ム
を
オ
ー
バ
ー
し
た

場
合
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
せ
ら
れ
る
。

　

初
日
の
ス
タ
ー
ト
は
昨
年
の
成
績
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
カ
ー
ナ
ン
バ
ー
順

で
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ
２
か
ら
は
前
日
の
リ
ザ
ル

ト（
最
終
日
の
み
累
計
順
位
）が
ス
タ
ー

ト
順
に
な
る
。
基
本
的
に
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
（
二
輪
）
が
最
初
に
１
分
間
隔
で
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
（
四
輪
）

が
２
分
間
隔
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ

は
ホ
テ
ル
ス
タ
ー
ト
も
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ー
ト

も
同
じ
で
Ｓ
Ｓ
で
は
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
Ａ
Ｕ

Ｔ
Ｏ
の
間
に
約
１
時
間
の
イ
ン
タ
ー
バ

ル
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
後
ろ
の
ほ
う
で
ス
タ
ー
ト
す
る
と

道
幅
が
せ
ま
く
追
い
抜
き
が
難
し
か
っ

た
り
、
路
面
が
荒
れ
て
く
る
の
で
上
位

ス
タ
ー
ト
を
常
に
キ
ー
プ
し
て
お
く
こ

と
が
理
想
的
だ
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｇ
１
は
ア
ユ
タ
ヤ
か
ら
カ
ン

チ
ャ
ナ
ブ
リ
ま
で
の
約
３
５
０
㎞
の
間

に
約
１
９
３
㎞
の
Ｓ
Ｓ
１
が
設
定
さ
れ

た
。
８
月
の
タ
イ
王
国
は
雨
期
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
今
年
の
エ
リ
ア
は
降
水

量
が
多
い
こ
と
で
も
有
名
だ
が
、
奇
跡

Aug.14 LEG1
Ayutthaya-Kanchanaburi
Aug.15 LEG2
Kanchanaburi-Kanchanaburi

的
に
も
こ
の
数
日
ま
と
ま
っ
た
雨
が

降
っ
て
い
な
い
。
路
面
は
ド
ラ
イ
で
走

り
や
す
い
が
、
コ
ー
ス
は
非
常
に
ト

リ
ッ
キ
ー
で
早
く
も
ス
タ
ー
ト
か
ら

約
25
㎞
あ
た
り
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
悪

夢
が
起
こ
っ
た
。
短
い
距
離
で
刻
ま
れ

る
コ
マ
図
に
加
え
て
、
木
々
が
生
い
茂

り
ル
ー
ト
が
と
て
も
分
か
り
づ
ら
い
状

況
の
中
、
数
台
の
ラ
リ
ー
カ
ー
が
ミ
ス

コ
ー
ス
。
右
往
左
往
し
て
オ
ン
コ
ー
ス

を
探
す
も
向
か
い
側
や
横
か
ら
ラ
リ
ー

カ
ー
が
飛
び
出
し
て
く
る
よ
う
な
事
態

に
。
運
よ
く
迷
路
か
ら
抜
け
出
し
て

コ
ー
ス
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
ミ

ス
コ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト
直
後
に
設
置
さ
れ

た
ス
ピ
ー
ド
リ
ミ
ッ
ト
エ
リ
ア
を
パ
ス

し
て
し
ま
っ
た
車
両
が
多
く
、
不
通
過

に
よ
る
１
時
間
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け

た
選
手
が
半
数
近
く
に
も
上
っ
た
。
Ａ

Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
は
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
コ
ー
ス

し
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
が
意
図
的
に
造
ら

れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
選
手
た
ち
は

こ
の
よ
う
な
日
を
「
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
洗
礼

を
受
け
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　

大
き
く
順
位
が
入
れ
替
わ
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｇ
２
。
カ
ン
チ
ャ
ナ

ブ
リ
の
ホ
テ
ル
を
出
て
戻
っ
て
く
る
今

年
唯
一
の
ル
―
プ
コ
ー
ス
だ
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
境
付
近
を
走
る
約
２
０
０
㎞
の

Ｓ
Ｓ
２
が
設
定
さ
れ
た
。ジ
ャ
ン
グ
ル
、

山
岳
路
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え

ロ
ッ
ク
路
面
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
。
主
催

者
側
の
意
図
と
は
真
逆
で
こ
の
日
も
好

天
候
が
続
い
て
い
た
た
め
前
半
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
１
６
８

㎞
付
近
で
ト
ラ
ブ
ル
発
生
。
集
落
を
通

過
す
る
際
に
速
度
を
落
と
す
よ
う
コ
マ

図
で
指
示
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

速
い
速
度
で
通
過
し
た
車
両
が
あ
り
、

住
人
か
ら
苦
情
が
入
っ
た
。
そ
の
場
で

競
技
は
キ
ャ
ン
セ
ル
。
手
前
の
ス
ピ
ー

ド
リ
ミ
ッ
ト
エ
リ
ア
ま
で
の
タ
イ
ム
で

順
位
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

宿泊先のホテルに先回りしてラリーカーの帰りを待ち、洗車をしたらすぐに
メカニック作業をスタート。早いときは日没前の夕方から作業が始まるが、マ
シントラブルが多いと朝方までかかることも珍しくない。

AXCRの常連日本人選手。ガ
レージモンチの竹野選手/
柳川選手はジムニーで参戦。
AXCRでは少ない改造車ガソ
リンクラスでの参加だ。

迷
路
の
よ
う
な
難
コ
ー
ス

ベ
テ
ラ
ン
選
手
も
ミ
ス
コ
ー
ス

初
日
か
ら
洗
礼
を
受
け
る

アローはオンコースの証

ミスコースして現在位置を失った場合、自
信のあるコマまで戻ったり、前走車の轍を
信じて走ったりしてオンコースを探す。コース
上の所 に々設置されたアロー（矢印）があれ
ばオンコースだということが確認できる。し
かし、稀に向きが間違っていることもあるの
で、結局は自分とコマ図を信じるしかない!?

免許を取った頃からあこがれていた
海外ラリーに初めて参加した浜口選
手。コ・ドライバーは23歳の須藤選
手。ダイナミックなコースを楽しみな
がらもミスコースなどの苦難を乗り
越えて前向きにチャレンジする。

先代ハイラックス（VIGO）は前走車20台を抜いてLEG1で
は２位にランクインした ＃125Yanapat選手/Athikij選手。
タイ人選手はやはり難コースに強い。

TEAM JAOSやトヨタクロスカントリーチーム タイランドと
同じ新型ハイラックス（REVO）で挑戦しているタイ人選手。
ハイラックスはラリーカーのベースとしても人気が高い。

SS１後半、深い穴に落ちて左前を損傷。
ウインチングで脱出するも大きくタイムロ
スをしたTEAM JAOS。写真は選手自ら
スマートフォンで撮影。

インドの自動 車メーカー 
TATA MOTORSは３台の
Xenonで挑むワークス体制だ。

篠塚選手/千葉選手のジムニ
ーシエラはCTSの学生メカニ
ックがサポートしている。

＃102トヨタクロスカントリーチーム タイランド。SS1でミスコースして4位まで
落とすも、LEG2後の累計順位は2位。トップとの差は8分まで追い上げた。

TEAM JAOSも多くの選手と同じようにSS1でミスコースして１時間のペナル
ティを受ける。コ・ドライバー経験がない田中選手にとって試練の幕開けとなっ
てしまったが、昨年入賞したドライバーの能戸選手が追い上げをねらう。

連勝記録更新中の＃101 イスズ D-Ma xに乗る
Nutthaphon選手はとにかく速い。ベテランのコ・ドライバ
ーも苦戦したSS1も順調にパスしてトップを走り続ける。
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今
年
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は
と
に
か
く
Ｓ

Ｓ
が
長
か
っ
た
。
総
走
行
距
離
は
約

２
１
０
０
㎞
で
例
年
と
変
わ
ら
な
い

が
、
リ
エ
ゾ
ン
よ
り
も
Ｓ
Ｓ
が
長
い
と

い
う
逆
転
現
状
が
６
日
間
の
競
技
の
う

ち
５
日
間
も
起
き
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
が
長

い
と
い
う
こ
と
は
マ
シ
ン
に
も
そ
れ
だ

け
負
担
が
か
か
る
し
、
選
手
た
ち
の
集

中
力
や
体
力
も
奪
う
こ
と
に
な
る
。
ロ

ン
グ
ス
テ
ー
ジ
の
場
合
、
Ｓ
Ｓ
の
途

中
に
Ｐ
Ｃ
ス
ト
ッ
プ
が
設
定
さ
れ
て

前
半
と
後
半
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
再
ス
タ
ー
ト
ま
で
の
間
（
約
15
分

か
ら
20
分
程
度
の
ケ
ー
ス
が
多
い
）
簡

単
な
整
備
や
給
油
（
リ
モ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
）
が
で
き
る
仕
組
み
だ
。
そ
の
た
め

メ
カ
ニ
ッ
ク
ク
ル
ー
は
Ｐ
Ｃ
ス
ト
ッ
プ

後
に
設
け
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に

先
回
り
し
て
リ
モ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
し

た
後
、
ホ
テ
ル
に
先
回
り
し
て
ラ
リ
ー

カ
ー
の
帰
り
を
待
つ
と
い
う
動
き
方
を

す
る
の
が
一
般
的
と
な
る
。

　

ラ
リ
ー
中
盤
戦
に
突
入
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｇ

３
。
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
か
ら
ナ
コ
ー
ン

サ
ワ
ン
ま
で
の
道
の
り
は
な
ん
と
約

４
１
５
㎞
、
内
Ｓ
Ｓ
３
は
約
２
１
０
㎞

ニ
ッ
シ
ュ
す
る
な
ど
、
ト
ヨ
タ
車
チ
ー

ム
の
激
し
い
追
い
上
げ
が
目
立
つ
。
な

お
青
木
選
手
は
総
合
リ
ザ
ル
ト
で
は
４

位
に
入
っ
て
い
る
。

　

続
く
Ｌ
Ｅ
Ｇ
４
は
リ
エ
ゾ
ン
約

４
２
１
㎞
、
Ｓ
Ｓ
４
が
２
５
０
㎞
。
ナ

コ
ー
ン
サ
ワ
ン
か
ら
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
ン
に

向
か
う
今
年
一
番
の
ロ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ

だ
。
あ
ぜ
道
や
深
い
水
た
ま
り
、
穴
の

連
続
、
グ
ラ
ス
ト
ラ
ッ
ク
、
農
道
の

マ
ッ
ド
路
面
な
ど
…　

と
に
か
く
ド
ロ

ド
ロ
、
ヌ
タ
ヌ
タ
だ
ら
け
の
設
定
。

　

昨
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
テ
ー
ジ
で
も

み
ら
れ
た
が
、
田
ん
ぼ
に
伸
び
る
車
幅

ギ
リ
ギ
リ
の
あ
ぜ
道
が
コ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
道
の
高
さ
が
低
い

た
め
、
田
ん
ぼ
の
水
が
あ
ふ
れ
返
り
浸

水
し
て
池
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
所
が
多
く
あ
る
の
だ
。
そ
れ
で
も
好

天
候
が
続
い
て
い
た
た
め
、
比
較
的
水

が
少
な
く
ス
タ
ッ
ク
す
る
マ
シ
ン
が
続

出
す
る
よ
う
な
シ
ー
ン
は
な
か
っ
た
。

こ
の
時
点
で
ト
ッ
プ
争
い
を
し
て
い
る

ヌ
タ
ポ
ン
選
手
と
新
堀
選
手
の
総
合
タ

イ
ム
差
は
８
分
以
下
。
新
堀
選
手
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
ド
ラ
イ
ブ
す
る
フ
ァ

ル
ケ
ン
カ
ラ
ー
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
も
そ

の
後
ろ
に
つ
い
て
い
る
。
青
木
選
手
は

総
合
４
位
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
も
の
の

Ｓ
Ｓ
前
半
の
ミ
ス
コ
ー
ス
が
響
い
て

ト
ッ
プ
と
１
時
間
以
上
の
差
を
つ
け
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

競
技
４
日
目
と
も
な
る
と
マ
シ
ン
へ

の
負
担
が
重
な
り
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て

く
る
。
チ
ー
ム
ジ
ャ
オ
ス
は
４
・
５
速

に
ク
ラ
ッ
チ
の
滑
り
が
発
生
。
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
脱
着
を
伴
う
ク
ラ
ッ
チ
交
換

に
時
間
が
か
か
り
、
翌
朝
の
ス
タ
ー
ト

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

残
り
は
２
日
間
と
な
る
が
最
終
日
の
Ｌ

Ｅ
Ｇ
６
は
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
と
な
る
た

め
、
各
チ
ー
ム
に
と
っ
て
勝
負
を
か
け

る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
が
Ｌ
Ｅ
Ｇ
５
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

Aug.16 LEG3
Kanchanaburi-Nakhonsawan
Aug.17 LEG4
Nakhonsawan-Phetchabun

田んぼの水があふれたあぜ道（ウォーターベッド）が連続する
SS4。フォーチュナーをドライブする青木選手はミスコースに
よるタイム差を挽回するためにアタックする。

長
く
て
多
彩
な
コ
ー
ス

と
い
う
設
定
。
例
え
る
な
ら
東
京
ー
名

古
屋
間
を
移
動
し
な
が
ら
、
途
中
の
静

岡
の
山
中
で
競
技
を
す
る
と
い
っ
た
感

じ
だ
ろ
う
か
。　

　

直
角
コ
ー
ナ
ー
が
続
く
高
速
ス
テ
ー

ジ
か
ら
始
ま
り
、プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

後
半
は
枯
川
の
大
き
い
溝
や
農
道
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
高
速
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
峠
越
え
な
ど
の
複
合
ス
テ
ー
ジ
。
相

変
わ
ら
ず
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し

く
、
曲
が
る
べ
き
場
所
で
オ
ー
バ
ー
ラ

ン
し
て
数
百
メ
ー
ト
ル
走
っ
た
あ
と
に

オ
ン
コ
ー
ス
に
戻
る
と
い
っ
た
シ
ー
ン

も
多
く
み
ら
れ
た
も
の
の
Ｓ
Ｓ
１
の
よ

う
な
こ
と
は
な
く
、
大
き
な
タ
イ
ム
ロ

ス
を
せ
ず
に
各
車
両
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し

て
い
た
。
こ
の
日
は
ト
ヨ
タ
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
チ
ー
ム 

タ
イ
ラ
ン
ド
の
新

堀
選
手
（
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
）
が
ト
ッ
プ

タ
イ
ム
を
記
録
。
前
半
か
ら
好
調
な
走

り
を
魅
せ
て
い
る
青
木
選
手
（
フ
ォ
ー

チ
ュ
ナ
ー
）
も
順
調
に
順
位
を
上
げ
て

５
位
、
続
く
チ
ー
ム
ジ
ャ
オ
ス
の
能
戸

選
手（
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
）も
６
位
で
フ
ィ

HQの掲示板をマメにチェック

宿泊先のホテルに設置されるHQ（ヘッドク
ォーター）の掲示板には、リザルトやスタート
リスト、コマ図の変更内容など。あらゆる情
報が公式に発表されるラリー中の貴重な
情報発信源。競技者はもちろん関係者は
常に新しい情報がないかこの掲示板をマ
メにチェックする。

左：初参戦の日本人プライベーター 
瀬谷選手は先代 D-Maxで参戦。
右：６年ぶりの復活を遂げたあきん
ど号。ガソリン車のFJクルーザーでク
ラス入賞をねらう。

中
盤
戦
の
長
距
離
ス
テ
ー
ジ

ト
ッ
プ
選
手
を
ト
ヨ
タ
が
追
う

昨年までコ・ドライバーを担当していたTE AM 
JAOSの赤星監督はコ・ドライバーの田中選手を
サポートし、コマ図のチェックも一緒に行っていた。

#119 トヨタクロスカントリーチームタイランドのハイラッ
クスもとても速くトップグループで豪快な走りを魅せる。

ミスコースやクラッチの滑りに悩まされながらも前
半の遅れを取り戻そうと攻めるTEAM JAOS。ナ
ビゲーションにもだいぶ慣れた様子だ。

中盤戦はドロドロになりながら走る場所が多かった。手前のマ
シンはサケオ市（タイ）の市長がドライする先代フォーチュナー。



OVER ALL RESULTS AUTO（上位6位までと日本人選手を抜粋）

Pos. Car No. Driver Co Driver Entry car Class

1 101 Nutthaphon ANGRITTHANON Peerapong SOMBUTWONG ISUZU D-Max T1D

2 102 Tadamitsu NIIHORI Chupong CHAIWAN TOYOTA HILUX T1D

3 119 Jaras JEANGKAMOLKULCHA Kittisak KLINCHAN TOYOTA HILUX T1D

4 106 Wichawat CHOTIRAVEE Chonlanut PHOPIPAT ISUZU Mu-X T1D

5 103 Wongwirot PALAWAT Thanyaphat MEENIL ISUZU D-Max T2D

6 108 Takuma AOKI Ittipon SIMARAKS/Katsuhiko SHIINE TOYOTA FORTUNER T1D

8 109 Kenjiro SHINOZUKA Eiiji CHIBA SUZUKI JIMNY SIERRA T1G

10 105 Tomonori NOTO Kazuhiro TANAKA TOYOTA Hilux T1D

14 118 Satoshi TAKENO Naoyuki YANAGAWA SUZUKI JIMNY T1G

16 124 Koichiro HAMAGUCHI Keigo SUDO SUZUKI JIMNY T1G

20 116 Norihiro YAMAMOTO Takashi TSUJIMOTO/Kazuhisa NISHIKAWA TOYOTA FJ CRUISER T1G

21 112 Ryu SEYA Masayuki FUKANO/Ayumi KAWAMURA ISUZU D-Max T1D

T1D=改造車ディーゼル、T2D=無改造車ディーゼル、T1G=改造車ガソリン

2021

う
と
い
う
予
想
外
の
展
開
に
。し
か
し
、

１
分
１
秒
を
争
う
新
堀
選
手
の
ハ
イ

ラ
ッ
ク
ス
を
同
じ
チ
ー
ム
の
ハ
イ
ラ
ッ

ク
ス
が
素
早
く
レ
ス
キ
ュ
ー
す
る
姿
は

と
て
も
ク
ー
ル
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大

切
さ
を
改
め
て
教
え
ら
れ
た
感
動
的
な

シ
ー
ン
で
も
あ
っ
た
。

　

８
月
19
日
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ
６
。
ア
ユ
タ
ヤ

を
基
点
に
ぐ
る
り
と
周
る
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ

２
０
１
７
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
午
前
中
に

約
80
㎞
の
シ
ョ
ー
ト
Ｓ
Ｓ
を
消
化
し
て

ア
ユ
タ
ヤ
の
ポ
デ
ィ
ウ
ム
で
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。
最
後
の
Ｓ

Ｓ
は
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
コ
ー
ス
を
メ
イ
ン

に
し
た
設
定
で
行
わ
れ
た
。
長
く
続
く

ロ
ッ
ク
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
タ
イ
ヤ
を

パ
ン
ク
さ
せ
て
し
ま
っ
た
チ
ー
ム
、
逆

に
慎
重
に
走
る
チ
ー
ム
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
戦
で
ク
リ
ア
し
て
い
た
が
、
タ

イ
王
国
で
は
有
名
だ
と
い
う
こ
の
エ
ン

デ
ュ
ー
ロ
コ
ー
ス
を
走
っ
た
こ
と
が
な

い
外
国
人
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
少
し
不

利
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

「
今
年
は
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
と
に
か

く
難
し
か
っ
た
」
選
手
た
ち
は
口
を
そ

ろ
え
て
言
う
。
過
去
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
と
比

較
し
て
も
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
に
与
え
ら

れ
た
試
練
は
厳
し
す
ぎ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
ん
な
波
乱
の
年
を
制
し
た
の
は

圧
倒
的
な
強
さ
を
誇
る
タ
イ
人
ド
ラ
イ

バ
ー
の
ヌ
タ
ポ
ン
選
手
（
Ｄ
‐
Ｍ
ａ
ｘ
）

が
連
勝
記
録
を
更
新
。
続
い
て
ト
ヨ
タ 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
チ
ー
ム 

タ
イ
ラ

ン
ド
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
２
台
が
２
、３

位
を
獲
得
。
青
木
選
手
（
フ
ォ
ー
チ
ュ

ナ
ー
）
は
６
位
、
篠
塚
選
手
（
ジ
ム

ニ
ー
シ
エ
ラ
）
は
８
位
で
Ｔ
１
Ｇ
ク
ラ

ス
優
勝
。
ま
た
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
２
、３
位

を
日
本
人
ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
結
果
で
幕

を
閉
じ
た
。
厳
し
い
戦
い
を
終
え
て
達

成
感
に
満
ち
た
選
手
た
ち
は
ア
ユ
タ
ヤ

の
ポ
デ
ィ
ウ
ム
の
前
で
全
員
の
完
走
を

祝
い
、
握
手
を
交
わ
し
て
再
会
を
約
束

し
た
の
で
あ
っ
た
。　

Aug.18 LEG5
Phetchabun-Pak Chong
Aug.19 LEG6
Pak Chong-Ayutthaya(Finish)

激
し
い
争
い
の
最
終
章

　

６
日
間
の
ラ
リ
ー
も
す
で
に
３
分
の

２
を
消
化
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ
５
か
ら
後
半
戦

に
突
入
す
る
。
長
丁
場
の
ラ
リ
ー
も
始

ま
っ
て
し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
だ
。

上
位
チ
ー
ム
は
こ
の
ま
ま
順
調
に
走

り
、
順
位
ア
ッ
プ
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を

探
す
。
第
２
グ
ル
ー
プ
は
一
発
逆
転
の

波
乱
万
丈
な
展
開
を
期
待
し
、
マ
シ
ン

ト
ラ
ブ
ル
を
か
か
え
て
い
る
チ
ー
ム
は

無
事
に
完
走
で
き
る
こ
と
を
祈
る
。
も

し
仮
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ
１
の
悪
夢
の
よ
う
な

こ
と
が
再
び
起
き
れ
ば
累
計
タ
イ
ム
で

ト
ッ
プ
と
３
時
間
以
上
も
差
が
つ
い
て

い
る
９
位
以
降
の
チ
ー
ム
に
も
入
賞
の

可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
ま
っ
た
く
不
思
議
じ
ゃ
な

い
の
が
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
だ
。
速
け
れ
ば
勝
て

る
の
か
と
い
え
ば
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
人

知
で
は
は
か
り
し
れ
な
い
「
運
」
が
勝

敗
を
分
け
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
だ
。

　

各
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
Ｌ
Ｅ

Ｇ
５
の
朝
を
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
ン
で
迎
え

た
。
パ
ク
チ
ョ
ン
に
向
か
う
約
３
８
４

㎞
の
道
の
り
で
、
最
後
の
勝
負
と
な
る

Ｓ
Ｓ
５
は
約
２
４
０
㎞
。
こ
の
日
も
ガ

レ
場
、ロ
ッ
ク
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

高
速
ダ
ー
ト
に
川
渡
り
、
田
ん
ぼ
の
あ

ぜ
道
な
ど
…　

今
年
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
を
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
た
よ
う
な
設
定
。
し
か

し
、
不
思
議
と
ラ
リ
ー
が
は
じ
ま
っ
て

か
ら
ま
と
ま
っ
た
雨
が
一
度
も
降
っ
て

い
な
く
、
全
体
的
に
は
ド
ラ
イ
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
な

セ
ク
シ
ョ
ン
を
そ
つ
な
く
こ
な
し
て
い

く
選
手
が
多
く
、
大
き
な
順
位
の
入
れ

替
わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ
た
が
、
ト
ッ

プ
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
新
堀
選
手

が
粘
土
質
の
激
し
い
マ
ッ
ド
セ
ク
シ
ョ

ン
で
ス
タ
ッ
ク
。
す
ぐ
後
を
走
る
チ
ー

ム
メ
イ
ト
に
よ
る
牽
引
で
脱
出
で
き
た

が
、
大
き
く
タ
イ
ム
ロ
ス
を
し
て
し
ま

最
後
ま
で
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
の
が
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ

青木選手のフォーチュナーは２人のコ・ドライバーが
乗る３名乗車仕様。マシンの仕上がりはとてもよく、
気持ちよさそうにかっ飛ばす姿が印象的だった。

カルタスの1.6リッターエンジンG16Aに換装して
いるとはいえ、マシンパワーという点でハンデキャ
ップがあるジムニーシエラで２度目のクラス優勝
を飾ったレジェンド 篠塚選手/千葉選手。

上：SS5の中盤でリモートサービスを受けるTEAM JAOS。中央
自動車大学校の学生メカニック２名を加えた４名体制だ。
下：初めてコ・ドライバーを担当したTEAM JAOS の田中選手。
リモートサービスを受けている間もPCスタートまでのタイムをカ
ウントしながら携帯保存食でつかの間のブレイク。

完走メダルをベッセル
の長田氏から受け取
る能戸選手。昨年入
賞を果たしたTE AM 
JAOSは総合10位、
T1Dクラス８位でフィニ
ッシュした。

MOTOの日本人最高位
は国際ラリー経験豊富
でナビゲーションも得意
なベテランライダー 池
町選手（チームFB イン
ターナショナル）

スタックした時は助け合い

せまい場所ではスタックしてコースをふさい
でしまうことも。そんな時は後続車両が追
い越せないのでレスキューするケースが多
い。助けてもらったらその車両を先に通す
のがマナー。競技なので追い越すスペース
がある場所では自力でウインチングする必
要があるし、チームメイトが助けることもある。

チームワークの良さが目立ったトヨタク
ロスカントリーチーム タイランドはハイ
ラックスで２、３位。チームアワードでは
優勝を獲得した。

若干２9歳にして豊富なオフロードレース経験をもつTEAM JAOS
の能戸選手はスタックしやすいセクションも上手にクリアしていく。

TEAM JAOSは痛恨のミスコース。「来年は上位
をねらって勝負します」とドライバーの能戸選手。
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今
、
ト
ヨ
タ
４
Ｗ
Ｄ
が
熱
い
。
世
界

一
過
酷
だ
と
い
わ
れ
る
ダ
カ
ー
ル
ラ

リ
ー
の
市
販
車
部
門
で
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
ラ
ン
ド

ク
ル
ー
ザ
ー
２
０
０
や
プ
ラ
ド
だ
し
、

２
０
１
６
年
で
一
番
多
か
っ
た
車
種
は

ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
（
改
造
車
部
門
）
だ
っ

た
と
い
う
。
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
も
例
外
で
は
な

く
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
23
台
中
９
台
が
ト

ヨ
タ
車
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
は
５
台
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
。
こ
れ
ま
で
イ
ス
ズ
車

や
三
菱
車
が
人
気
だ
っ
た
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で

も
新
型
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
の
デ
ビ
ュ
ー
以

降
、
急
激
に
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
強

靭
な
ラ
ダ
ー
フ
レ
ー
ム
を
採
用
す
る
ト

ヨ
タ
４
Ｗ
Ｄ
が
ラ
リ
ー
車
の
ベ
ー
ス
と

し
て
も
信
頼
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ト
ヨ
タ 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
チ
ー
ム 

タ
イ
ラ
ン
ド
も
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
で
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
に
挑
戦
す
る
チ
ー
ム
だ
。
昨
年
の

初
参
戦
で
い
き
な
り
準
優
勝
、
今
年

は
２
台
体
制
で
２
、３
位
を
獲
得
し
た

彼
ら
の
本
気
度
が
ス
ゴ
イ
。
２
０
１
７

年
は
昨
年
使
用
し
た
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
だ
け
で
は

な
く
、
さ
ら
に
も
う
一
台
追
加
。
２
台

と
も
２
０
１
６
年
仕
様
と
は
ま
っ
た
く

違
う
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
を
施
し
た
。
そ
の

車
両
造
り
に
日
本
の
Ｔ
Ｒ
Ｄ
も
深
く
関

わ
っ
て
い
る
そ
う
で
現
地
に
も
大
勢
の

日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
訪
れ
て
い
た
。
ま

た
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
充
実
し
て
い

て
専
用
の
サ
ポ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
と
数
台

の
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
を
用
意
し
、
ス
ペ
ア

パ
ー
ツ
や
機
材
を
た
く
さ
ん
持
ち
込
ん

で
、
大
勢
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
が
帯
同
す
る

ワ
ー
ク
ス
体
制
を
構
え
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｄ
カ
ラ
ー
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
を

２
年
連
続
で
準
優
勝
に
導
い
た
新
堀
忠

光
選
手
は
「
こ
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
は
足

世
界
の
オ
フ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で 

ト
ヨ
タ
車
が
大
活
躍

回
り
こ
そ
ラ
リ
ー
仕
様
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
の
エ
ン
ジ
ン
や
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
は
若
干
の
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
程
度
。
市
販
さ
れ

て
い
る
パ
ー
ツ
を
使
っ
た
り
も
し
て
い

ま
す
し
、
そ
ん
な
に
特
別
な
こ
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
こ
こ
ま
で
戦

え
る
と
い
う
の
は
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
そ
の

も
の
が
持
っ
て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

お
か
げ
で
す
」
と
語
る
。

　

ま
た
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
の
Ｓ
Ｕ
Ｖ
版

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
新
型
フ
ォ
ー
チ
ュ

ナ
ー
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
今
年
で
11
年

連
続
出
場
と
な
る
青
木
拓
磨
選
手
だ
。

「
ク
ル
マ
は
と
て
も
い
い
出
来
で
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス

と
共
用
し
て
い
る
ク
ル
マ
で
す
が
、
ホ

イ
ー
ル
ベ
ー
ス
は
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
よ
り

も
30
セ
ン
チ
以
上
、
全
長
は
50
セ
ン
チ

以
上
短
い
か
ら
回
頭
性
が
い
い
。
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
に
向
い
て
ま
す
」
３
年
間
使
用
し

た
イ
ス
ズ
の
Ｍ
ｕ
ー
Ｘ
（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）
か

ら
フ
ォ
ー
チ
ュ
ナ
ー
に
入
れ
替
え
、
初

め
て
ト
ヨ
タ
車
で
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
中
盤
は
総
合
４
位
に
食
い
込
む

ほ
ど
の
華
麗
な
走
り
を
披
露
し
た
。

　

し
か
し
、
筋
書
通
り
に
い
か
な
い
の

が
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
。
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
の

は
、イ
ス
ズ
の
Ｄ
ー
Ｍ
ａ
ｘ（
ハ
イ
ラ
ッ

ク
ス
の
ラ
イ
バ
ル
車
）
で
連
勝
中
の
ヌ

タ
ポ
ン
選
手
（
タ
イ
）。
そ
の
後
を
ト

ヨ
タ
、
ト
ヨ
タ
、
イ
ス
ズ
、
イ
ス
ズ
、

ト
ヨ
タ
・
・
・
と
続
く
。
そ
う
、
今
年

の
入
賞
争
い
は
タ
イ
王
国
の
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
市
場
で
主
導
権
争
い

を
し
て
い
る
イ
ス
ズ
VS
ト
ヨ
タ
と
い
う

バ
ト
ル
が
そ
の
ま
ま
模
写
さ
れ
た
か
の

よ
う
な
カ
タ
チ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ス
ズ
勢
に
と
っ
て
ト
ヨ
タ

勢
の
激
し
い
追
い
上
げ
が
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
来
年
こ
そ
日
本
人
ド
ラ
イ
バ
ー

＆
ト
ヨ
タ
４
Ｗ
Ｄ
が
勝
利
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

総合2位 ＃102 
Toyota Cross Country Team Thailand 
ドライバー：新堀忠光 選手
コ・ドライバー：Chupong Chaiwan 選手

Toyota Cross Country Teamの
充実したサポート体制がスゴイ!!

大勢のメカニックや運営スタッフが帯同し、専用サポートトラックには
スペアパーツと機材が積み込まれている。一晩のうちにまるで新車の
ように修復してしまうから驚きだ。正確に素早く作業して優勝をねらう
その姿は誰からみても“カッコよさナンバーワン”だった。

ト
ヨ
タ
４
Ｗ
Ｄ
の
底
ヂ
カ
ラ

青木拓磨選手がフォーチュナーで快走！

昨年もこのコンビで準優勝を獲得。今年はオートマチック車のハイラッ
クスで挑戦し、最後まで優勝争いを繰り広げるが惜しくも敗退。新堀
選手は「昨年はうれしい２位、今年はくやしい２位」と振り返るが、優勝チ
ームに大きなプレッシャーを与え、その実力を見せつけたことだろう。

総合6位 ＃108 FORTUNER GEOLANDAR takuma-gp
ドライバー：青木拓磨 選手
コ・ドライバー：Ittipon Simaraks 選手、椎根克彦 選手AXCRの常連でもある車いすドライバーの青

木拓磨選手はオートマチック車のフォーチュナ
ーにハンドドライブ装置を装着して参戦。トップ
グループで華麗な走りを披露した。「クルマの
完成度も高いし今年でよく理解できた」来年は
12回目の挑戦となる青木選手。優勝候補選
手の一人だ。

総合3位 ＃119 
Toyota Cross Country Team Thailand 
ドライバー：Jaras Jeangkamolkulchai 選手
コ・ドライバー：Kittisak Klinchan 選手

昨年、新堀選手がドライブした
車両をブラッシュアップしたフ
ァルケンカラーの#119。豪快
な走りで常に新堀選手の前
後をキープしていた。

ラリー後半戦（SS5）、ヌタヌタのマッドセクションでスタックした新堀選手を
すぐ後ろを走るチームメイトのJaras選手が助けるシーン。チームワークの良
さを見せつけた瞬間だった。

SSの中間に設けられたリモートサービスではそれぞれが掛け声をか
けながら、タイヤ交換までもしてしまう本気ぶり。まるでGTレースのピッ
トインのような動きは他チームからも注目を浴びていた。

トヨタ車チーム快挙！ 
ハイラックスが２、３位フィニッシュ
イスズ車チームの連勝にストップをかけるために
ハイラックスやフォーチュナーを使用するトヨタ車チームが勝負を仕掛けた。



25 24

あの“あきんど号”が 
FJクルーザーで復活して完走！
AXCRの日本人エントラントにとって
アニキ分のような存在である山本選手／辻本選手が 
長いブランクを経てひさしぶりに復活。
4WDプロジェクトの西川選手を迎えた3名体制で
見事に完走を果たした。

有名ドライバーやプライベーターで賑わうAXCR

　

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
情
熱
を
注
ぐ
日
本
人
プ

ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
が
久
々
に
復
活
し
た
。

「
あ
き
ん
ど
号
」
こ
と
山
本
選
手
と
辻

本
選
手
だ
。
彼
ら
は
１
９
９
７
年
か
ら

ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
70
で
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に

12
年
間
連
続
参
戦
。
第
２
回
大
会
か
ら

の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
を
知
る
ア
ニ
キ
分
の
よ
う

な
存
在
と
し
て
日
本
人
プ
ラ
イ
ベ
ー
タ

ー
た
ち
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
２
０
０
９
年
の
出
場
を
最
後
に
活

動
を
休
止
。
２
０
１
１
年
は
哀
川
翔
選

手
の
２
号
車
と
し
て
ス
ポ
ッ
ト
参
戦
し

た
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
携
わ
っ
て

い
た
が
、
そ
の
後
も
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
へ
の
想

い
は
薄
ま
る
こ
と
は
な
く
「
あ
き
ん
ど

号
」
の
復
活
を
計
画
し
て
い
た
そ
う
。

 

「
次
に
出
る
と
き
は
、
私
た
ち
の
活

動
を
ず
っ
と
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
４

Ｗ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
西
川
さ
ん
と
３

人
で
出
よ
う
っ
て
決
め
て
い
た
ん
で

す
」
と
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
辻
本
選
手
。

西
川
選
手
は
滋
賀
県
で
４
Ｗ
Ｄ
専
門
の

プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
を
営
ん
で
い
て
、
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
に
は
過
去
５
回
サ
ポ
ー
ト
で
参
加

し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
２
０
１
５
年
に
チ
ー
ム
ジ
ャ

オ
ス
が
使
用
し
た
Ｆ
Ｊ
ク
ル
ー
ザ
ー
を

譲
り
受
け
て
２
０
１
７
年
か
ら
３
年
計

画
で
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
２
人
目
の
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
西
川
選
手
を
加
え
た
３
名
体
制
だ
。

し
か
し
、
元
々
こ
の
Ｆ
Ｊ
ク
ル
ー
ザ
ー

は
２
名
乗
車
を
前
提
に
造
ら
れ
て
い

て
、
後
部
座
席
を
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス

が
な
い
。
Ｆ
Ｉ
Ａ
の
規
定
に
沿
っ
た
３

名
乗
車
タ
イ
プ
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
に
造

り
変
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
作
業
は

困
難
を
極
め
た
。
作
業
を
担
当
し
た
西

川
選
手
は
「
時
間
も
改
造
資
金
も
余
裕

が
な
い
中
で
し
た
が
、
自
分
が
乗
る
ス

ペ
ー
ス
を
造
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
た

よ
（
笑
）　

で
も
、
走
行
中
の
サ
ー
ド

シ
ー
ト
か
ら
、
味
わ
っ
た
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
の
動
き
、
エ
ン
ジ
ン
の
サ
ウ
ン
ド
、

そ
し
て
タ
イ
王
国
の
悪
路
か
ら
の
ダ
イ

レ
ク
ト
な
衝
撃
は
最
高
の
体
験
に
な
り

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

左：久々に味わうブリーフィングの雰囲気を楽しみ
ながらも真剣に説明を聞く辻本選手。
右：今年の参戦はラリーカーに３人の名前がならん
だことに意味がある。

６
年
間
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た

ここ３年間はラリー界のレジェンド篠塚建次郎選手、過去には片山右京選
手や新井敏弘選手、哀川翔選手などの有名ドライバーの参戦実績多数。日
本人プライベーターも多く、ジムニーで毎年参加するチームもある。

大
好
き
な
オ
フ
ロ
ー
ド
で

ハ
ジ
ケ
る
３
人
の
紳
士

　

６
年
ぶ
り
に
Ｓ
Ｓ
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た

山
本
選
手
は
「
昔
よ
り
競
技
性
が
強
く

な
り
レ
ベ
ル
も
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
Ｆ
Ｊ
ク
ル
ー
ザ
ー
は
よ
く
で

き
て
い
て
楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
サ
ー
ビ
ス
面
で
ガ
レ
ー

ジ
モ
ン
チ
さ
ん
た
ち
の
お
世
話
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
み
ん
な
で
ラ
リ
ー
と
向

き
合
っ
て
い
る
姿
が
昔
の
自
分
た
ち
の

よ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

　

順
当
に
走
れ
ば
、
パ
ワ
フ
ル
な
Ｆ
Ｊ

ク
ル
ー
ザ
ー
で
あ
れ
ば
十
分
に
ガ
ソ
リ

ン
車
改
造
ク
ラ
ス
（
Ｔ
１
Ｇ
）
入
賞
を

ね
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
は
「
あ
き
ん
ど
号
」
に
も
厳
し
か

っ
た
。
ラ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
補

正
も
完
璧
で
は
な
い
状
態
で
ス
タ
ー
ト

し
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
ミ
ス
コ
ー
ス
し

た
Ｓ
Ｓ
１
の
ポ
イ
ン
ト
で
大
き
く
タ
イ

ム
ロ
ス
。
そ
の
後
は
徐
々
に
ペ
ー
ス
を

上
げ
て
い
く
も
最
終
日
の
ス
タ
ー
ト
前

に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
漏
れ
が
発
生
。
エ

ン
ジ
ン
が
壊
れ
る
の
を
覚
悟
で
走
っ
て

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
ね
ら
う
か
、
順
位
を
捨

て
て
安
全
に
完
走
す
る
の
か
…　

と
い

う
選
択
の
末
、
最
後
の
Ｓ
Ｓ
を
エ
ス
ケ

ー
プ
す
る
こ
と
に
。

 

「
結
果
に
は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

ぶ
っ
つ
け
本
番
の
よ
う
な
状
態
で
し
た

か
ら
完
走
で
き
た
だ
け
で
十
分
。
そ
れ

よ
り
も
こ
こ
（
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
）
に
帰
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
て
、
３
人
で
楽
し
く

ラ
リ
ー
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
本
格
的

な
オ
フ
ロ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
る
他
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
と
交
流
が
で
き

た
し
、
今
年
の
目
標
は
達
成
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
」
と
辻
本
選
手
。

　

例
え
マ
シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も

い
つ
も
笑
顔
で
、
ほ
か
の
選
手
や
ス
タ

ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
欠

か
さ
な
い
あ
き
ん
ど
号
の
３
人
。
ワ
ー

ク
ス
チ
ー
ム
の
よ
う
に
速
さ
を
追
い
求

め
る
の
が
競
技
と
し
て
の
本
来
の
姿
で

あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の

一
番
の
楽
し
み
方
を
知
っ
て
い
る
の
は

プ
ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
か
も
し
れ
な
い
。

Team FB Shinozuka CTS
エントリーカー：スズキ・ジムニー
ドライバー：篠塚建次郎 選手
コ・ドライバー：千葉栄二 選手

＃109

エントリーカー：イスズ・D-Max
ドライバー：瀬谷隆 選手
コ・ドライバー：深野昌之 選手
                川村歩 選手

＃123

Garage MONCHI with KONYUDO-KUN
エントリーカー：スズキ・ジムニー
ドライバー：竹野悟史 選手
コ・ドライバー：柳川直之 選手

＃118

Garage MONCHI with mon・tresor
エントリーカー：スズキ・ジムニー
ドライバー：浜口浩一郎選手
コ・ドライバー：須藤 慶伍 選手

＃124

左からドライバーの山本選手、コ・ドライバーの西川選手（4WDプロジェク
ト）と辻本選手。この３人組で準備段階から進めてきた。2017年から3年
計画でAXCRに挑戦する予定だ。

歴代のあきんど号を振り返る

ランドクルーザー70
あきんど号といえばこのランクル70
（HZJ73V改）。壊れても壊れても直
し続けて長年活躍した名車だ。

FJクルーザー
2011年は「FLEX GEOLANDAR 
Show Aikawa World Rally Team」
として参戦した。

FJクルーザー
2015年でTEAM JAOSが使用し
たFJクルーザーを３名乗車に変更。
2017年から３年計画で挑戦する。

昔から変わらないＡＸＣＲオフィシャルスタッフとの再会を喜ぶド
ライバーの山本選手。

２名乗車仕様だったＦＪクルーザーを３名乗車に変更。コ・ドラ
イバーを辻本選手と西川選手にした３名体制で参戦した。
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日本人ライダーで盛り上がるMOTO（２輪）クラスの魅力
悪路を豪快に攻めるラリーカーがフィーチャーされがちなAXCRだが、
5年前にMOTO(二輪）クラスが設定されてからは、
ダイナミックなコースに魅了されたライダーが世界中からやってきてリピーターも続出。
一度出たらクセになってしまうその魅力とは？

完
走
後
の
達
成
感
が
最
高
！

　

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は
２
０
１
２
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｍ

（
国
際
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
リ
ズ
ム
連

盟
）
の
公
認
を
受
け
て
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
二

輪
）
ク
ラ
ス
が
設
定
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア

圏
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
な
ど
か
ら
も
ラ
イ
ダ
ー
が
集

ま
り
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

彼
ら
は
運
転
し
な
が
ら
自
分
で
コ
マ

図
を
読
み
、
ラ
リ
ー
カ
ー
で
も
走
る
の

に
苦
労
す
る
悪
路
や
川
渡
り
を
こ
な

す
。
壊
れ
た
ら
一
人
で
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
転
倒
や
怪
我
を
す
る
リ

ス
ク
も
高
い
。
毎
日
泥
だ
ら
け
の
汗
だ

く
で
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
す
る
姿
を
見
る
と
、
楽
し
そ
う
と
い

う
よ
り
も
辛
そ
う
だ
な
と
感
じ
て
し
ま

う
の
だ
が
、
毎
朝
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
（
四
輪
）

ク
ラ
ス
よ
り
も
早
く
、
笑
顔
で
出
発
し

て
い
く
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
く
る
の
だ

ろ
う
か
。

　
「
大
好
き
な
高
速
ダ
ー
ト
を
長
距
離

走
れ
る
の
が
醍
醐
味
で
す
。
今
年
は
少

な
か
っ
た
け
れ
ど
昨
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
高
速
ス
テ
ー
ジ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

で
最
高
で
し
た
」
昨
年
初
め
て
Ａ
Ｘ
Ｃ

Ｒ
に
参
戦
し
た
小
柳
選
手
は
日
本
で
は

な
か
な
か
味
わ
え
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
コ
ー
ス
を
思
う
存
分
走
れ
る
と
い
う

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
た
様
子
だ
。

　

今
年
も
激
し
い
優
勝
争
い
を
繰
り
広

げ
た
池
町
選
手
は
過
去
に
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
で

ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
に
出
場
し
、
ク
ラ
ス

優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
経
歴
を
も
つ
両

刀
使
い
の
選
手
だ
。「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

参
戦
す
る
場
合
、
四
輪
よ
り
も
コ
ス
ト

的
な
負
担
も
少
な
い
し
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で

は
ト
ッ
プ
を
目
指
せ
る
状
態
で
も
あ
る

こ
と
が
二
輪
で
出
る
理
由
か
な
。
そ
れ

に
、
普
通
の
旅
行
で
は
な
か
な
か
行
け

な
い
場
所
を
走
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

夢中になっているヒトに聞いてみました！

MOTOで出る理由って？

フラットダートを楽しそうに走る小柳選手。愛車はスズキ・DR-Z400S。ハスクバ
ーナ、ホンダ、ヤマハが多い中、唯一のスズキ車だ。東南アジアの大自然と向き合
いながら走ることができるAXCRは一度出たら病みつきになる人が多い。

Narisara選手（タイ人エンデューロライダーで普段
は会社員だとか）は今年唯一の女性ライダー。昨年
は日本人女性ライダーの姿もあった。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
参
戦
も
可
能
な

究
極
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
体
験

ラ
リ
ー
は
と
て
も
新
鮮
。
も
う
27
年
の

ラ
リ
ー
キ
ャ
リ
ア
で
す
が
、
い
ま
だ
に

毎
回
ワ
ク
ド
キ
で
す
ね
」

　

エ
ン
ト
リ
ー
に
か
か
る
費
用
は
エ
ン

ト
リ
ー
フ
ィ
ー
20
万
円
弱
（
競
技
中
の

宿
泊
費
と
朝
・
夕
食
な
ど
を
含
む
）
と

渡
航
費
、
競
技
期
間
前
後
の
宿
泊
費
と

ガ
ソ
リ
ン
代
、
通
信
費
、
保
険
代
な
ど
。

日
本
か
ら
バ
イ
ク
を
送
る
場
合
は
別
途

輸
送
費
用
が
か
か
る
が
、
大
会
事
務
局

で
一
括
し
て
輸
出
入
を
し
て
く
れ
る
の

で
手
続
き
が
と
て
も
容
易
な
の
だ
。
Ａ

Ｕ
Ｔ
Ｏ
（
四
輪
）
と
く
ら
べ
て
改
造
費

用
や
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
代
に
か
か
る
費
用

も
少
な
い
と
い
う
の
も
魅
力
か
も
し
れ

な
い
。
今
年
は
23
台
中
13
台
が
日
本
か

ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
い
う
日
本
人
ラ
イ

ダ
ー
か
ら
大
人
気
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
。
今
こ

れ
を
読
ん
で
ワ
ク
ワ
ク
し
た
ア
ナ
タ
。

非
日
常
的
な
夏
休
み
と
最
高
の
達
成
感

を
味
わ
い
た
け
れ
ば
、
意
外
と
気
軽
に

出
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
⁉

サラリーマンでも出られる！
AXCRは毎年、日本のお盆休みの時期に開催されるか
らスケジュール調整がしやすいというのが日本人プライ
ベーターからも人気な理由の一つ。車両代、エントリーに
かかる費用なども四輪よりも安価なので、コスト的にも◎。
ちょっと贅沢な海外旅行感覚⁉（過酷ですが）

完走後の充実感がハンパない！
毎日、身体がボロボロになるまで走り、生命にかかわる
危険性もある。だから競技中は走ることだけに集中！　
仕事やプライベートのことを一旦忘れて、大自然の中を
走りぬき、ゴールした時の気分は最高なんだとか。都会
暮らしに疲れたライダーにとってはリフレッシュなのかも。

サポート体制が充実
Team JAPAN スタッフが、リモートサービスやメカニック
作業を手伝ってくれる。希望者を募ってサポートにかかる
費用（ガソリン代やサポート費用）を日本人選手で割り
勘する仕組みなのだが、自分で手配するよりも手間も費
用も負担が少なくて安心だ。選手同士の交流も楽しい。

二輪も四輪も乗りこなす池町選手
（写真奥）は２年連続の準優勝。常に
ライバル選手にマークされている。な
んと優勝したJakkrit選手との差は約
3分半という接戦。愛車はKTM 350 
EXC-Fだ。

手元にあるスイッチでトリップメーターをリセットし、まるでトイレットペーパーのよう
なロール状のコマ図を送りながらルートを探して走る。コースはAUTOクラスと同じ
ものだが、コマ図は部分的に省略されている。

今年はなんとサ
イドカー（ウラル）
で挑戦した日本
人選手も。たった
１台のサイドカー
クラスで苦戦し
ながらも立派に
完走を果たした。

いつも明るく元気なライダーのみなさん。困ったときは助け合っ
てラリーを攻略する仲間でもあるのだ。
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Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
は
予
期
せ
ぬ
出
来
事
が

た
く
さ
ん
起
き
る
。
レ
ッ
キ
（
下
見
走

行
）
が
な
く
、
コ
マ
図
に
記
さ
れ
た
初

め
て
走
る
極
悪
路
を
速
く
走
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
予
想

外
の
こ
と
が
起
き
て
も
危
険
を
回
避
で

き
る
マ
ー
ジ
ン
を
と
っ
て
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
す
る
の
だ
が
、
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の

選
手
た
ち
が
出
す
ス
ピ
ー
ド
は
素
人
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
速
い
。
当
然
、

思
っ
た
よ
り
も
穴
が
深
か
っ
た
り
、
天

候
の
変
化
で
地
形
が
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
コ
ー
ナ
ー
の

先
で
ス
タ
ッ
ク
し
た
ラ
リ
ー
車
が
道
を

ふ
さ
い
で
い
た
り
、
ミ
ス
コ
ー
ス
し
た

ラ
リ
ー
車
が
対
面
か
ら
走
っ
て
き
た
り

す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
道
が
せ
ま

く
て
木
々
に
ボ
デ
ィ
を
こ
す
ら
せ
な
が

ら
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
日

常
茶
飯
事
だ
。

　

そ
ん
な
環
境
で
競
技
を
す
る
の
だ
か

ら
マ
シ
ン
に
も
大
き
な
負
担
が
か
か
る
。

こ
れ
を
６
日
間
繰
り
返
す
た
め
に
は
メ

カ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ

ペ
ア
作
業
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

ラ
リ
ー
カ
ー
が
競
技
を
終
え
て
サ
ー
ビ

ス
パ
ー
ク
（
そ
の
日
の
宿
泊
先
）
に
到

着
す
る
の
が
夕
方
頃
で
、
翌
朝
の
ス
タ

ー
ト
時
間
ま
で
の
間
に
完
全
な
状
態
に

戻
さ
な
け
れ
ば
勝
負
は
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
ワ
ー
ク
ス
チ
ー

ム
の
よ
う
に
大
勢
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
が
い

て
、
設
備
や
工
具
、
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
が

豊
富
に
あ
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
の
だ
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
コ
・
ド
ラ

イ
バ
ー
が
自
分
で
メ
カ
ニ
ッ
ク
作
業
を

こ
な
す
プ
ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
も
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
に
は
た
く
さ
ん
い
る
。
各
チ
ー
ム

が
ど
ん
な
体
制
で
ど
ん
な
作
業
を
し
て

い
る
の
か
…　

夜
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ク

を
見
て
周
る
の
は
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
も
う
ひ

ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も

朝
ま
で
に
直
し
て
走
ら
せ
る

ラリーの舞台裏で活躍するチームメカニックたちの仕事
激しいオフロードを豪快に走るラリーカーを支えているチームメカニック。
彼らはダメージを受けたラリーカーを直して
翌朝、ドライバーにキーを渡すために昼夜問わず働いている。
華やかなラリーの舞台裏にはもうひとつのドラマがあるのだ。

リ
ミ
ッ
ト
は
翌
朝
の
ス
タ
ー
ト
タ
イ
ム

想像を超える過酷な環境に
くじけそうになったけどまた参加したい

事前に動画とかを観てイメージしていたものより大変で、体調を崩した日もありました。でも、
これまで学校で勉強してきたことを実践できる場だし、分からないことは小林さんや今泉
さんに教えてもらったりと、たくさんのことを吸収することができました。大好きな四駆が激
しいオフロード走行をしている姿を見ることができてうれしかったです。メカニックとしての
腕を上げていつかまたAXCRに参加してみたいです。

CTS学生メカニック　上條　拓人

TEAM JAOS を支えた4人のメカニックたち

毎日ダメージを受けて帰ってくるから
メカニックとしての腕が試される

今年は豪雨の中、ミッションを脱着してのクラッチ交換を朝方までかけて学生たちとやっ
たりと重作業もあってメカニックとしてもやりがいのある年でした。それでも毎日、きちんと
ラリーカーが私たちのところに戻ってくるのが励みになります。限られた時間の中でメカニ
ッククルーがそれぞれの作業を責任もって分担し、翌朝までに修復してラリーカーをスター
トに並ばせる喜びは何物にも代えがたいものがあります。

チーフメカニック　小林　正夫

初めてだらけのラリーメカニック
辛いこともあったけど最高の思い出

学校のように設備の整っていない野外、工具や部品も最低限のものだけ、そしてタイ王
国という異国の地・・・　そんな初めてだらけの現場でした。限られた時間の中で、それも
学校の授業ではやったことのないミッションの脱着作業をするなど、大変なこともいっぱ
いあったけど、それ以上に新鮮なことばかりで良い刺激になりました。学生生活最後の夏
休みに通常の学校生活では得ることのできない貴重な体験をすることができました。

CTS学生メカニック　脇田　寛之

限られた工具や部品で直す
ディーラーでは味わえない貴重な経験

ここ２年間、整備の現場から離れていましたが、久しぶりのメカニック作業。それも、こんな
に非日常的な環境で素晴らしいクルーと過ごすことができてうれしかったです。必要な部
品がなくて現地ディーラーに駆け込んだり、雨の中徹夜で作業したり、ロアアームをハン
マーで叩いて応急処置したりと・・・　普段のディーラー整備では決して味わうことがない
貴重な経験ができました。無事にフィニッシュしたときの達成感は最高です。

メカニック　今泉　俊一

と
つ
の
醍
醐
味
だ
っ
た
り
す
る
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
ジ
ャ
オ
ス
は

２
０
１
５
年
か
ら
チ
ー
フ
メ
カ
ニ
ッ
ク

を
務
め
る
小
林
（
エ
ボ
リ
ス
タ
）
と
初

参
加
の
今
泉
（
群
馬
ト
ヨ
タ
）
の
２
名

を
軸
に
、
中
央
自
動
車
大
学
校
（
Ｃ
Ｔ

Ｓ
）
の
学
生
２
名
を
迎
え
た
４
名
体
制
。

必
要
に
し
て
十
分
な
作
業
が
で
き
る
最

低
限
の
人
数
で
あ
り
、
ワ
ー
ク
ス
チ
ー

ム
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
の
ち
ょ
う
ど
中

間
的
な
規
模
と
考
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。

何
も
ト
ラ
ブ
ル
が
な
け
れ
ば
、
決
め
ら

れ
た
メ
ニ
ュ
ー
（
洗
車
と
点
検
や
増
し

締
め
、
消
耗
品
交
換
な
ど
）
の
作
業
を

３
～
４
時
間
で
こ
な
し
、
21
時
頃
に
終

わ
る
の
だ
が
、
今
年
は
彼
ら
に
と
っ
て

も
厳
し
い
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
だ
っ
た
。

　

初
日
の
Ｓ
Ｓ
（
競
技
区
間
）
で
は
大

き
な
穴
に
侵
入
し
た
こ
と
に
よ
る
左
フ

ロ
ン
ト
の
修
復
作
業
を
し
た
り
、
ラ
リ

ー
中
盤
で
は
ク
ラ
ッ
チ
の
滑
り
が
発

生
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
脱
着
を
伴
う
交
換
作

業
に
夜
を
徹
し
て
対
応
す
る
な
ど
、
例

年
と
く
ら
べ
て
重
作
業
が
多
か
っ
た
の

だ
。
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
最
低
限
の

工
具
と
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
で
は
対
応
で
き

な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
れ
ば
、
近
隣
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
や
部
品
店
を
走
り
回
っ
た

り
、
他
チ
ー
ム
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た

り
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
を
使
っ
て

翌
朝
の
ス
タ
ー
ト
ま
で
に
ラ
リ
ー
カ
ー

を
仕
上
げ
る
の
が
彼
ら
の
仕
事
な
の
だ
。

メ
カ
ニ
ッ
ク
た
ち
に
と
っ
て
も
部
品
調

達
や
時
間
、
作
業
中
の
雨
、
暑
さ
や
疲

労
と
戦
い
な
が
ら
乗
り
越
え
た
Ａ
Ｘ
Ｃ

Ｒ
２
０
１
７
と
な
っ
た
。

　

ラ
リ
ー
カ
ー
の
派
手
な
走
行
シ
ー
ン

ば
か
り
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
に
限
ら
ず
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
に
は
こ
う
い
っ
た
裏
舞
台
が
必
ず

あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
も
う
一
つ
の
ド
ラ

マ
が
存
在
す
る
。
普
段
と
は
少
し
違
う

視
点
で
観
て
み
る
と
新
た
な
楽
し
み
が

み
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

普段はそれぞれ別の場所で働いているメカニックたち。限られた環境の中では
満足のいく整備ができず、応急処置でしのぐことも多々。これまで培ってきた
経験とアイデアが勝負だ。

競技中は移動しながらサポートカー（TEAM JAOSは現地ドライバー付きのハイエ
ースを利用）で先回りして、途中で給油や窓ふき、応急処置などの作業を行う。与え
られた短い時間でどれだけ作業できるかがポイントとなる。

チーフメカニックの小林はドライバーの能戸からヒヤリングして、その日の作業メ
ニューを決めていく。

CTSの脇田と上條は先輩メ
カニックに教わりながら日々
成長していく。なおTE AM 
JAOSはベッセルから工具の
サポートを受けている。

昼間は先回りしてリモートサービスを行う 左：激しい走行で壊れた場所を直すために溶接機を持ち込んで作業するチー
ムもある。 右：篠塚建次郎選手がドライブするジムニーはCTSの学生と先生
たちだけでメカニック作業を担当している。

ラリー中は毎日のように宿
泊先が変わるから、まるで
旅芸人の一座のよう。その
日のホテル駐車場が深夜
のサービスパークに早変わ
りし、各チーム深夜まで作
業をする。
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Driver 能戸 知徳 Co-Driver 田中 一弘

新
飼　

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
７
を
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
し
た
２
人
に
こ
れ
ま
で
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
話
し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま

す
。
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
５
の
と
き
は
２

人
と
も
メ
カ
ニ
ッ
ク
で
し
た
よ
ね
。
お

互
い
の
第
一
印
象
は
？

能
戸　

当
時
、
父
が
経
営
す
る
北
海
道

の
四
駆
シ
ョ
ッ
プ
「
パ
ド
ッ
ク
」
で
働

い
て
い
て
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
呼
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

田
中　

私
は
当
時
も
今
も
Ｋ
Ｙ
Ｂ
の
社

員
で
ダ
ン
パ
ー
の
設
計
を
担
当
す
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
す
。
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
５

用
の
ダ
ン
パ
ー
設
計
を
担
当
し
た
関
係

で
、
現
地
に
行
っ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

デ
ー
タ
取
り
を
し
た
く
て
同
行
し
ま
し

た
。
だ
か
ら
初
め
て
会
っ
た
の
は
テ
ス

ト
走
行
の
時
。
若
い
の
に
ク
ル
マ
好
き

で
、
オ
フ
ロ
ー
ド
競
技
に
つ
い
て
も
詳

し
い
な
と
…
ま
ぁ
、
当
時
か
ら
生
意
気

で
し
た
け
ど
（
笑
）

能
戸　

そ
れ
は
言
い
す
ぎ
で
す
よ
。
カ

ン
ベ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ク
と
は
真

逆
な
性
格
で
キ
ッ
チ
リ
し
て
い
る
か
ら
、

頼
も
し
い
な
と
。
空
回
り
す
る
時
も
多

い
け
ど
（
笑
）

新
飼　

ち
ょ
っ
と
、
ケ
ン
カ
し
な
い

で
く
だ
さ
い
よ
。
さ
て
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ

２
０
１
６
で
は
ク
ル
マ
が
ハ
イ
ラ
ッ
ク

ス
に
な
り
、
能
戸
く
ん
が
ド
ラ
イ
バ
ー

に
。
し
か
も
ジ
ャ
オ
ス
の
社
員
と
し
て
。

こ
れ
は
客
観
的
に
見
て
も
急
な
展
開
で

し
た
よ
ね
。

能
戸　

ボ
ク
も
想
像
す
ら
し
て
い
な
か

っ
た
け
ど
、
赤
星
社
長
に
お
誘
い
い
た

だ
き
開
発
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
す
る

Competitor

走
れ
る
足
回
り
に
仕
上
げ
た
い
。
こ
れ

で
だ
い
ぶ
ア
ベ
レ
ー
ジ
ス
ピ
ー
ド
が
上

が
り
、
タ
イ
ム
が
よ
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
か
ら
も
国
内
ラ
リ

ー
や
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
に
出
場

し
て
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
の
経
験
値
も
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

私
も
マ
シ
ン
造
り
に
関
し
て
い

え
ば
よ
り
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
向
い
て
い
る
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
仕
上
げ
て
い
く
こ
と

が
課
題
か
と
。
そ
の
た
め
に
今
年
の

コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
経
験
で
得
た
デ
ー
タ

を
元
に
解
決
策
を
導
き
出
し
、
な
る
べ

く
早
い
段
階
で
試
作
を
造
っ
て
テ
ス
ト

し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

新
飼　

ま
た
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
を
や
っ

て
く
れ
ま
す
か
？

田
中　

も
ち
ろ
ん
、
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
で
す
。
ダ
ン
パ
ー
の
技
術
者

と
し
て
改
善
さ
れ
た
ク
ル
マ
に
乗
っ
て

確
か
め
た
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、

コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
も
リ
ベ
ン
ジ

を
果
た
し
た
い
。
今
年
は
コ
マ
図
と
距

離
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
、
周
り
の

景
色
を
観
る
余
裕
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
ミ
ス
コ
ー
ス
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
年
の
動
画
を

観
な
が
ら
復
習
し
て
、
能
戸
さ
ん
と
国

内
の
ラ
リ
ー
に
も
出
て
現
場
経
験
を
積

ん
で
い
き
た
で
す
。

能
戸　

ボ
ク
も
田
中
さ
ん
と
コ
ン
ビ
を

組
ん
で
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

今
年
は
初
め
て
だ
し
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス

に
大
き
な
損
傷
な
く
完
走
で
き
た
だ
け

で
十
分
で
す
。
来
年
は
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス

を
使
っ
た
３
年
目
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
な
る

の
で
攻
め
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
オ
ス
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ

や
協
力
企
業
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
開

発
研
究
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
有
効
活
用
で
き
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
る

よ
う
に
今
か
ら
準
備
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新ダンパーの開発と
ラリー本番での苦難を乗り越えた絆

チ
ー
ム
ジ
ャ
オ
ス
が
発
足
し
た
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
５
に

お
互
い
メ
カ
ニ
ッ
ク
ク
ル
ー
と
し
て
出
会
っ
た
２
人
が

今
シ
ー
ズ
ン
は
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
見
事
完
走
。

初
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
彼
ら
に
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
聞
い
た
。

左：コ・ドライバーの田中はルートブックが配られるとすぐにチェックしてマーキングするのが毎晩の日課。
右：夜のメカニック作業にも積極的に参加するドライバーの能戸。気なった部分をメカニックに相談する。

日本でのテスト走行時も能戸と田中はコンビを組み、サ
スペンションのセッティングをした。

最
初
は
お
互
い
メ
カ
ニ
ッ
ク

傍
ら
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
６
か
ら
は
ド
ラ

イ
バ
ー
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
、
赤
星

社
長
と
組
ん
で
総
合
５
位
入
賞
と
い
う

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

田
中　

ジ
ャ
オ
ス
に
入
社
し
た
の
に
は

驚
い
た
け
ど
、
ピ
ッ
タ
リ
の
職
場
だ
と

思
っ
た
。
赤
星
社
長
に
感
謝
し
な
い
と

ね
。
私
は
２
０
１
５
年
に
使
用
し
た
ダ

ン
パ
ー
を
ス
ペ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、

２
０
１
６
年
も
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
で
は
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
業
務
を
メ
イ
ン
で
動
い
て
い

た
広
報
の
新
飼
さ
ん
が
メ
デ
ィ
ア
エ
ン

ト
リ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
彼
が
や

っ
て
い
た
メ
カ
ニ
ッ
ク
チ
ー
ム
の
仕
切

り
を
な
ん
と
な
く
私
が
す
る
こ
と
に
…

新
飼　

申
し
訳
な
い
な
と
思
っ
た
ん
で

す
が
、
田
中
さ
ん
が
適
任
だ
な
ぁ
っ
て

(

笑)　

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
よ
。

能
戸　

今
思
う
と
田
中
さ
ん
が
今
年

コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ

は
こ
れ
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
そ
ん

な
姿
を
赤
星
社
長
も
見
て
い
て
、
ま
だ

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
６
が
終
わ
っ
て
も
い

な
い
の
に
「
来
年
の
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
、

田
中
さ
ん
は
ど
う
か
な
。
自
分
が
設
計

し
た
ダ
ン
パ
ー
に
乗
る
の
も
良
い
と
思

う
ん
だ
よ
ね
」
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。

新
飼　

ダ
ン
パ
ー
の
研
究
と
し
て
も
競

技
者
と
し
て
「
ダ
ン
パ
ー
を
使
う
側
」

に
な
る
こ
と
が
深
い
製
品
開
発
へ
の
近

道
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
田
中
さ
ん

が
２
０
１
７
年
の
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
る
こ
と
に
な
っ
た
ワ
ケ
で
す
が
、
経

験
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

初
め
て
の
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー

田
中　

そ
れ
が
ま
っ
た
く
な
く
て
。
た

だ
、
元
々
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
好
き

だ
し
、
次
は
（
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
７
）

も
っ
と
性
能
を
追
求
し
た
ダ
ン
パ
ー
を

造
り
た
い
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
の
で
、

お
声
が
け
い
た
だ
い
た
時
は
「
よ
し
、

頑
張
ろ
う
！ 

自
分
が
設
計
し
た
ダ
ン

パ
ー
を
試
せ
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
だ
」
っ

て
思
い
ま
し
た
。

能
戸　

ボ
ク
は
そ
れ
が
不
安
で
。
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
は
レ
ッ
キ
（
下
見
走
行
）
な
ん
て

な
い
し
、
と
に
か
く
コ
マ
図
が
細
か
く

て
ナ
ビ
が
難
し
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
少

し
で
も
練
習
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
。

新
飼　

ど
ん
な
練
習
を
し
た
の
？

田
中　

能
戸
さ
ん
が
普
段
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
参
戦
し
て
い
る
国
内
の
ラ
リ
ー
（
全

日
本
ラ
リ
ー
や
関
東
群
馬
ラ
リ
ー
シ
リ

ー
ズ
な
ど
）
に
参
戦
し
て
コ
・
ド
ラ
イ

バ
ー
の
仕
事
内
容
や
実
戦
の
雰
囲
気
、

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
経
験
で
き
ま
し
た
。

能
戸　

レ
ッ
キ
が
あ
る
ラ
リ
ー
と
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
は
コ
マ
図
が
ま
っ
た
く
違
う
ん
で

す
が
、
大
き
な
流
れ
は
一
緒
な
の
で
事

前
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。

田
中　

赤
星
社
長
に
過
去
２
年
の
ル
ー

ト
ブ
ッ
ク
を
お
借
り
し
て
、
イ
ン
カ
ー

動
画
を
観
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
ま
し
た
。
コ
マ
図
の
内
容
と

実
際
の
地
形
、
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
赤

星
社
長
が
ど
ん
な
風
に
指
示
し
て
い
る

の
か
な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

新
飼　

今
回
は
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
た
め
に
新

た
に
開
発
し
た
ダ
ン
パ
ー
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
２
人
で
試
行

錯
誤
し
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
た
よ

う
で
す
が
。

田
中　

今
ジ
ャ
オ
ス
さ
ん
で
市
販
し
て

い
る
Ｆ
Ｊ
ク
ル
ー
ザ
ー
用
の
Ｖ
Ｆ
ー
Ｒ

は
市
販
用
の
高
性
能
ダ
ン
パ
ー
と
し
て

完
成
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
こ
れ
ま

で
の
２
年
と
は
異
な
り
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
専

用
に
も
っ
と
高
性
能
な
ダ
ン
パ
ー
を
開

発
し
ま
し
た
。
ハ
イ
ド
ロ
バ
ン
プ
ク
ッ

シ
ョ
ン
の
投
入
な
ど
、
今
ま
で
で
使
っ

て
い
な
か
っ
た
技
術
も
取
り
入
れ
た
の

で
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
は
苦
労
し
ま
し
た

ね
。
（
詳
細
は
34
・
35
ぺ
ー
ジ
参
照
）

能
戸　

リ
ア
ダ
ン
パ
ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
チ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
の
で
も
う
少
し
テ

ス
ト
走
行
と
仕
様
を
煮
詰
め
る
時
間
が

欲
し
か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
が
、

昨
年
よ
り
も
格
段
に
乗
り
や
す
い
足
回

り
に
な
っ
た
し
、
強
度
が
上
が
っ
た
の

で
安
心
感
も
あ
り
ま
す
。

田
中　

最
終
テ
ス
ト
走
行
後
に
唯
一
残

っ
た
課
題
が
「
大
き
な
入
力
が
あ
た
っ

と
き
の
抑
え
が
も
う
少
し
欲
し
い
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
じ
ゃ
あ
実

際
に
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
こ
の
よ
う
な
入
力
が
あ
る
の
か
。
こ

れ
は
自
分
で
出
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
よ
ね
。
で
も
、
想
像
を
超
え
る
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
ば
か
り
で
、
こ
れ
は

改
良
し
て
い
き
た
い
な
と
…

能
戸　

そ
う
な
ん
で
す
。
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は

テ
ス
ト
コ
ー
ス
よ
り
も
ず
っ
と
過
酷
。

そ
れ
を
毎
日
２
０
０
㎞
く
ら
い
走
る
ん

で
す
。
ボ
ク
が
こ
だ
わ
る
理
由
が
わ
か

っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
（
笑
）

田
中　

競
技
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
技
術
者
と
し
て
、
こ
ん
な
に
大
き
な

収
穫
が
あ
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
年
の
ダ
ン
パ
ー
は
耐
久
性

や
ダ
ン
パ
ー
の
持
っ
て
い
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
ラ
リ
ー
中
終
始
安
定
し
て
発

揮
す
る
と
い
う
点
で
は
合
格
で
す
が
、

先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

面
で
は
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

今
回
で
解
決
策
が
色
々
と
見
え
て
き
ま

し
た
の
で
、
次
回
は
最
高
の
も
の
に
な

る
は
ず
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

能
戸　

次
は
早
い
段
階
か
ら
テ
ス
ト
し

て
煮
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
飼　

実
際
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
７
は
ど

う
で
し
た
？　

能
戸　

今
年
は
タ
イ
王
国
内
だ
け
の
ラ

リ
ー
で
、
ク
ネ
ク
ネ
と
曲
が
り
角
が
多

い
。
そ
し
て
Ｓ
Ｓ
が
長
い
。
リ
エ
ゾ
ン

（
移
動
区
間
）
よ
り
Ｓ
Ｓ
（
競
技
区

間
）
が
長
い
日
も
あ
り
、
過
去
21
回
の

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
と
く
ら
べ
て
も
難
易
度
の
高

い
ほ
う
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

田
中　

初
め
て
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
ナ
ビ
ゲ

ー
ト
…　

す
ご
く
大
変
で
し
た
（
笑
）

Ｓ
Ｓ
１
の
前
半
か
ら
多
く
の
ラ
リ
ー
カ

ー
が
ロ
ス
ト
（
現
在
地
を
見
失
う
）
し

て
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
右
往
左
往
す
る

迷
路
状
態
。
私
も
コ
マ
図
と
距
離
が
合

わ
な
い
、
つ
ま
り
ロ
ス
ト
を
連
発
し
て

し
ま
い
、
ダ
メ
ダ
メ
で
し
た
…

能
戸　

初
め
て
の
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
で

ア
レ
は
運
が
悪
か
っ
た
な
と
（
笑
）　

ベ
テ
ラ
ン
の
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
ミ

ス
コ
ー
ス
す
る
ほ
ど
難
し
か
っ
た
。
ボ

ク
は
Ｓ
Ｓ
２
が
一
番
気
持
ち
よ
く
走
れ

ま
し
た
。
ミ
ス
コ
ー
ス
も
少
な
か
っ
た

し
田
中
さ
ん
と
の
息
も
だ
ん
だ
ん
と
合

っ
て
き
て
。
後
半
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
が
残
念
で
す
。

田
中　

ラ
リ
ー
後
半
の
Ｓ
Ｓ
４
と
Ｓ
Ｓ

５
は
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
仕
事

に
も
慣
れ
て
き
た
頃
で
楽
し
く
走
れ
ま

し
た
。
路
面
は
基
本
的
に
ず
っ
と
ド
ラ

イ
で
し
た
が
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ッ
ク
、
マ
ッ
ド
、
凹

凸
の
激
し
い
道
、
高
速
グ
ラ
ベ
ル
な
ど
、

多
種
多
様
な
悪
路
を
こ
ん
な
に
も
走
ら

さ
れ
る
の
か
と
…
（
笑
）　

あ
ま
り
の

過
酷
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

能
戸　

そ
れ
に
し
て
も
Ｓ
Ｓ
１
は
本
当

に
辛
か
っ
た
。
運
良
く
オ
ン
コ
ー
ス
に

戻
れ
た
け
ど
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

飛
び
越
え
て
し
ま
い
１
時
間
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
加
算
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
飼　

そ
ん
な
状
況
で
ケ
ン
カ
と
か
ぶ

つ
か
り
合
い
は
な
い
の
？

能
戸　

あ
り
ま
す
よ
（
苦
笑
）
前
半
は

「
も
っ
と
早
く
」
と
か
「
ど
っ
ち
な
ん

で
す
か
⁉
」
と
か
…　

後
半
に
な
っ

て
く
る
と
慣
れ
て
き
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
他
の
チ
ー
ム
が
ミ
ス
コ
ー
ス
し
て

い
な
い
場
所
で
ミ
ス
コ
ー
ス
す
る
と
指

摘
し
た
り
…　

ケ
ン
カ
と
い
う
よ
り
も

お
互
い
不
安
や
不
満
は
隠
さ
ず
に
伝
え

る
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

し
っ
か
り
と
気
持
ち
を
伝
え
て

く
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
よ
。
ミ
ス

コ
ー
ス
が
多
い
の
は
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て
い
る
し
、
能
戸
さ
ん
に
気
持
ち
よ

く
走
ら
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
悪
か
っ

た
な
ぁ
と
…

能
戸　

今
年
は
仕
方
な
い
で
す
よ
。
こ

ん
な
難
コ
ー
ス
を
最
初
に
経
験
し
た
か

ら
次
回
か
ら
は
き
っ
と
ラ
ク
に
な
る
は

ず
で
す
（
笑)

新
飼　

２
年
間
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
新
型
ハ

イ
ラ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
ど
う
で
し
た
か
。

能
戸　

２
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

補
強
や
ブ
レ
ー
キ
の
強
化
な
ど
細
か
い

部
分
に
も
手
を
付
け
ら
れ
た
の
で
、
完

成
度
が
上
が
り
ま
し
た
。
何
よ
り
、
２

回
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
同
じ
車
両
を
使
用
し
て

も
ヘ
タ
リ
を
感
じ
な
い
。
ボ
デ
ィ
剛
性
、

フ
レ
ー
ム
の
ね
じ
り
剛
性
、
エ
ン
ジ
ン

や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
と
て
も
タ

フ
で
す
。
こ
れ
は
改
造
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
が
元
々
も
っ

て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
。
ま
だ
ま

だ
同
じ
車
両
で
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
を
走
れ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

新
飼　

も
し
来
年
も
チ
ー
ム
ジ
ャ
オ
ス

が
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
挑
戦
す
る
と
し
た
ら
？

能
戸　

ダ
ン
パ
ー
、
ス
プ
リ
ン
グ
、
ス

タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
全
体
を
も
っ
と
煮
詰
め
て
、
ち
ょ
っ

と
し
た
凹
凸
や
穴
で
都
度
減
速
せ
ず
に

Interview●新飼亮也（ジャオス）

高
性
能
ダ
ン
パ
ー
の
開
発

難
コ
ー
ス
に
悩
ま
さ
れ
た
本
番

ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
の
魅
力

こ
れ
か
ら
の
課
題
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頑張った学生はAXCRに行けちゃう！？ 
中央自動車大学校のステップアッププログラムとは
普段の学校生活では学べない“経験”をしてほしいという想いで2011
年から一級自動車整備科 4年生のカリキュラムに採用。ここ5年間は
AXCRへの学生メカニック派遣（選抜）や参加チームのマシン造りのサポ
ートをステップアッププログラムの一環に取り入れている。学生生活最後
の夏にする貴重な現場経験は、かならず就職後も役に立つし、一生の思
い出になるはずだ。

21人のクルマ大好き学生たちとコラボレーション

　

２
０
１
７
年
４
月
、
チ
ー
ム
ジ
ャ
オ

ス
は
昨
年
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
使
用
し
た
ハ

イ
ラ
ッ
ク
ス
を
積
ん
で
、
約
半
年
ぶ
り

に
中
央
自
動
車
大
学
校
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
を

訪
れ
た
。
教
室
で
は
４
年
生
に
進
級
し

た
ば
か
り
の
一
級
自
動
車
整
備
科
の
学

生
た
ち
が
待
っ
て
い
た
。
今
年
は
彼
ら

と
一
緒
に
マ
シ
ン
を
造
っ
て
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ

２
０
１
７
に
挑
戦
す
る
の
だ
。

　

今
年
は
分
解
清
掃
と
点
検
、
各
部
の

補
修
や
塗
装
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
、
組
み
立
て
ま
で
と
い
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
昨
年
の
よ
う
に
新
し

く
造
る
部
分
は
少
な
い
が
、
正
確
か
つ

根
気
の
い
る
作
業
が
要
求
さ
れ
る
。
５

月
に
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
を
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
与
え
ら
れ
た

時
間
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
メ
カ
ニ
ッ

ク
の
小
林
（
エ
ボ
リ
ス
タ
）
と
今
泉

（
群
馬
ト
ヨ
タ
）、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
能
戸

（
ジ
ャ
オ
ス
）
は
何
度
か
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
足

を
運
び
、
彼
ら
を
指
導
し
な
が
ら
共
同

で
作
業
を
す
る
日
々
が
続
い
た
。
最
初

は
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
に
い
た

学
生
た
ち
は
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
の
完
成

が
近
づ
い
て
く
る
と
そ
れ
ぞ
れ
成
長
が

あ
っ
て
、
工
具
で
ボ
ル
ト
を
絞
め
る
手

つ
き
さ
え
違
う
よ
う
に
見
え
て
く
る
か

ら「
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
さ
す
が
だ
な
」

と
関
心
し
て
し
ま
う
。
彼
ら
が
ラ
リ
ー

現
場
で
約
１
週
間
生
活
し
た
ら
ど
ん
な

変
化
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
と
て
も
楽

し
み
に
な
っ
た
。

　

途
中
、
荷
台
部
分
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変

更
の
た
め
に
昨
年
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
製
作

と
補
強
を
担
当
し
た
株
式
会
社
オ
ク
ヤ

マ
に
シ
ャ
シ
ー
だ
け
を
運
ん
で
作
業
し

た
り
、
ジ
ャ
オ
ス
で
は
シ
ッ
ピ
ン
グ
直

前
ま
で
毎
晩
の
よ
う
に
深
夜
ま
で
仕
上

げ
作
業
を
行
い
、
チ
ー
ム
ジ
ャ
オ
ス
の

共
同
製
作
マ
シ
ン
が
完
成
し
た
。

小
見
出
し（12

W
x2

L

）●
●

本
文
中
の
場
合
は
３
行
取
り
で

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
乗
せ
た

共
同
製
作
マ
シ
ン
の
完
成

　

「
ド
ア
開
け
て
い
い
で
す
か
？
」
ラ

リ
ー
カ
ー
を
展
示
す
る
と
一
日
に
何
度

も
こ
う
聞
か
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
ど
う

ぞ
。
座
っ
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
応
え

る
の
だ
が
、
競
技
車
の
中
身
っ
て
み
ん

な
気
に
な
る
も
の
な
の
だ
。

　
「
ア
ク
リ
ル
ボ
デ
ィ
を
被
せ
た
か
の

よ
う
な
ス
ケ
ル
ト
ン
の
表
現
に
挑
戦
し

た
い
」
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
松
本
氏
（
ｅ

ｉ
８
ｈ
ｔ
）
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
時
、

今
年
の
デ
ザ
イ
ン
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
と

思
っ
た
。
精
工
な
透
か
し
の
デ
ザ
イ
ン

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
表
現
し
よ
う
と
い
う

も
の
だ
。
ド
ア
や
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
外
し

た
状
態
で
何
枚
も
の
写
真
を
撮
影
し
、

細
か
く
採
寸
を
行
う
。
写
真
を
編
集
し

な
が
ら
原
寸
の
デ
ー
タ
を
作
成
。
そ
こ

か
ら
は
毎
年
ラ
ッ
ピ
ン
グ
施
工
を
お
願

い
し
て
い
る
Ｐ
・
Ｇ
・
Ｄ
へ
。
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｏ
Ｌ
の
フ
ィ
ル
ム
に
パ
ー
ト
ご
と
分

割
し
て
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
。

凹
凸
に
合
わ
せ
て
写
真
と
実
車
が
ズ
レ

な
い
よ
う
に
伸
ば
し
な
が
ら
貼
っ
て
い

く
の
だ
。
ま
た
た
く
間
に
ハ
イ
ラ
ッ
ク

ス
は
カ
ラ
フ
ル
な
フ
ィ
ル
ム
で
覆
わ
れ

た
。
彼
ら
は
冗
談
を
交
わ
し
な
が
ら
ス

ラ
ス
ラ
と
作
業
を
す
る
が
、
真
剣
な
目

つ
き
と
繊
細
な
手
先
の
動
き
は
熟
練
職

人
そ
の
も
の
。
こ
れ
が
世
界
を
相
手
に

活
躍
す
る
彼
ら
の
仕
事
な
の
だ
。

　

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
正
確
な
デ
ー

タ
、
フ
ィ
ル
ム
の
品
質
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ

テ
ク
ニ
ッ
ク
。
こ
れ
に
よ
り
摩
訶
不
思

議
な
ス
ケ
ル
ト
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
実

現
し
た
。
パ
ッ
と
見
だ
と
本
当
に
ド
ア

が
外
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
て

し
ま
う
ほ
ど
だ
。
ま
さ
に
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
な
ら
ぬ
ト
リ
ッ
ク
ラ
ッ
ピ
ン

グ
。
こ
ん
な
ラ
リ
ー
カ
ー
は
誰
も
み
た

こ
と
な
い
ハ
ズ
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
世

界
中
で
流
行
る
か
も
し
れ
な
い
!?

TEAM JAOS     CTS     OKUYAMA

Design

高
等
技
術
と
ア
イ
デ
ア
が

可
能
に
し
た
超
斬
新
デ
ザ
イ
ン

TEAM JAOSのメカニ
ックたちと一緒に実際に
使用するラリーカーに毎
日触れて作業することで、
確実に技術力が経験を
通じて身に付く。

左：デザイナーの松本氏自らデザインのベースとなる写真を撮影。
中：ボンネットにもエンジンルームの実写をインクジェットプリントしたフィルムを貼る。
右：2015年のFJクルーザー参戦時からラッピングを担当しているP.G.Dの大塚氏。 

Engineering
ORAFOL     P.G.D     ei8ht

業界初のスケルトングラフィックで魅せる

ORAFOL（使用フィルム） 
インクジェットメディアORAJET 3951GRA-010 
ラミネート ORAGUARD 290G F-000 
マーキングフィルム ORACAL951シリーズ 150ブリリアントブルー
プロテクションフィルム ORAGUARD280G

Films●ORAFOL JAPAN 03-3243-6231  Wrapping●P.G.D ☎0547-38-3416 http://pgd-wraps.com  Desgin●ei8ht 松本秀哉 ●オクヤマ ☎045-934-5334 http://www.carbing.co.jp  ●学校法人 中央技術学園 （専）中央自動車大学校 ☎0120-516-535 http://cts.ac.jp
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KYBとJAOSの本気
超高性能ダンパーを共同開発

　

約
20
年
前
、
ジ
ャ
オ
ス
が
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
パ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
「
バ
ト
ル
ズ
」

の
ダ
ン
パ
ー
を
初
め
て
造
る
と
き
に
タ

ッ
グ
を
組
ん
だ
の
が
当
時
の
カ
ヤ
バ
工

業
つ
ま
り
、
現
Ｋ
Ｙ
Ｂ
だ
。
プ
ラ
ド
＆

ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
サ
ー
フ
用
を
皮
切
り
に

今
日
ま
で
４
Ｗ
Ｄ
＆
Ｓ
Ｕ
Ｖ
用
ダ
ン
パ

ー
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
ス
ト
リ

ー
ト
向
け
と
し
て
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
増

え
る
一
方
、
両
社
の
間
で
「
競
技
志
向

の
ユ
ー
ザ
ー
に
も
親
し
ま
れ
る
高
性
能

な
プ
レ
ミ
ア
ム
ダ
ン
パ
ー
を
造
っ
て
世

界
に
発
信
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
生

ま
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
限
ら
ず
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ

ー
や
Ｂ
ａ
ｊ
ａ
な
ど
の
国
際
的
な
オ
フ

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
走
る
マ
シ
ン
に
は
速

く
て
確
実
・
安
全
に
走
れ
る
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
の
が

足
回
り
、
そ
れ
も
ダ
ン
パ
ー
が
担
う
役

割
は
大
き
い
。
長
時
間
続
く
凹
凸
や
バ

ン
プ
、
激
し
い
モ
ー
グ
ル
や
ハ
イ
ス
ピ

ー
ド
で
駆
け
抜
け
る
ダ
ー
ト
や
オ
ン
ロ

ー
ド
…　

し
か
も
そ
れ
を
走
る
の
は
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
大
型
Ｓ
Ｕ
Ｖ

な
ど
を
ベ
ー
ス
と
し
た
重
量
級
マ
シ
ン
。

ダ
ン
パ
ー
に
と
っ
て
は
地
獄
の
よ
う
な

世
界
な
の
だ
が
、
逆
に
オ
フ
ロ
ー
ド
用

ダ
ン
パ
ー
を
テ
ス
ト
す
る
環
境
と
し
て

は
最
適
だ
。
構
想
か
ら
約
10
年
の
時
を

経
た
２
０
１
５
年
に
ダ
ン
パ
ー
「
バ
ト

ル
ズ 

Ｖ
Ｆ
ー
Ｒ
」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

が
完
成
。
Ｆ
Ｊ
ク
ル
ー
ザ
ー
で
Ａ
Ｘ
Ｃ

Ｒ
に
参
戦
し
て
性
能
と
耐
久
性
、
ユ
ー

テ
リ
テ
ィ
性
を
確
認
し
て
市
販
化
し
た
。

　

２
０
１
６
年
は
競
技
車
両
を
ハ
イ
ラ

ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ン
ジ
し
「
バ
ト
ル
ズ  

Ｖ
Ｆ
‐
Ｒ
」
の
進
化
版
を
用
意
し
て
挑

戦
。
見
事
入
賞
を
果
た
し
、
過
酷
な
レ

ー
ス
に
も
十
分
通
用
す
る
こ
と
を
実
証

小
見
出
し（12

W
x2

L

）●
●

本
文
中
の
場
合
は
３
行
取
り
で

す
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
デ
ー
タ
と
新

た
な
課
題
を
見
つ
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
継
続
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
市
販
製
品

（
バ
ト
ル
ズ 

Ｖ
Ｆ
ー
Ｒ
）
を
べ
ー
ス

に
し
た
ダ
ン
パ
ー
が
悪
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
競
技
を
継
続
す
る
と

「
も
っ
と
高
性
能
な
も
の
を
…
」
と
い

う
欲
が
出
て
く
る
も
の
だ
。
そ
こ
で

２
０
１
７
年
は
目
的
を
「
製
品
テ
ス

ト
」
か
ら
「
将
来
の
製
品
開
発
の
た
め

の
研
究
」
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
。
ジ

ャ
オ
ス
と
Ｋ
Ｙ
Ｂ
に
で
き
る
こ
と
を
す

べ
て
注
ぎ
込
ん
だ
高
性
能
ダ
ン
パ
ー
の

開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
左
ペ
ー
ジ
に
あ
る
３
つ

の
施
策
「
サ
イ
ズ
拡
大
」
「
ハ
イ
ド
ロ

バ
ン
プ
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
投
入
」
「
ロ
ッ

ド
へ
の
Ｄ
Ｌ
Ｃ
処
理
」
を
敢
行
。
さ
ら

な
る
安
定
し
た
減
衰
力
と
耐
熱
性
能
、

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
自
由
度
や
ド
ラ
イ
バ

ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
り
、
純
国
産
の

本
格
的
な
レ
ー
シ
ン
グ
ダ
ン
パ
ー
を
完

成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
ダ
ン
パ
ー
の
設
計
を
担
当
（
Ａ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
本
番
で
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
）
し
て
い

た
Ｋ
Ｙ
Ｂ
の
田
中
一
弘
が
初
め
て
チ
ー

ム
ジ
ャ
オ
ス
の
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
担
当
。

よ
り
リ
ア
ル
な
デ
ー
タ
を
設
計
者
自
ら

競
技
で
体
感
し
よ
う
と
い
う
試
み
だ
。

　

多
く
の
エ
ン
ト
リ
ー
車
両
が
イ
ン
ポ

ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
ダ
ン
パ
ー
を
ダ
ブ
ル

装
着
（
１
輪
に
つ
き
２
本
の
ダ
ン
パ
ー

を
装
着
）
し
て
い
る
の
に
対
し
、
チ
ー

ム
ジ
ャ
オ
ス
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
は
シ
ン

グ
ル
装
着
で
終
始
安
定
し
た
走
り
を
披

露
し
ノ
ー
ト
ラ
ブ
ル
で
完
走
。
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
い
つ
の
日
か
世
界
中
の
オ
フ

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
Ｋ
Ｙ
Ｂ
ダ
ン
パ
ー
を

装
着
し
た
マ
シ
ン
を
見
る
日
が
や
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。

Damper
BATTLEZ VF-R AXCR SPECIAL by KYB

上：リヤは全長745ｍｍものロングショックを装着するた
めにレイアウトを大きく変更。スミハツ製リーフスプリン
グはストリート用に再チューニングしてリフトアップキット
としてジャオスから市販される予定だ。
下：リザーバタンクは放熱対策と調整のしやすさを考慮
して荷台上部に設置している。

●ジャオス ☎0279-20-5511 http://www.jaos.co.jp （BATTLEZ）

KYB製 BATTLEZダンパー VF-R （AXCR2017仕様）
ピストン径 F〇φ46  R〇φ46 （新開発ピストンバルブ）
ロッド径 F〇φ16  R〇φ25 （特注の高強度鋼材）
ロッド表面処理 F〇 R〇DLC被膜
アウター径 F〇φ51  R〇φ65
ストローク F〇139ｍｍ　R〇235ｍｍ
車高調整 F〇ネジ式 　 R〇固定式
リザーバタンク F〇 R〇ホース式別タンク（高強度アルミ材）
タンクホース	 F〇 R〇ステンメッシュホース、ストーンプロテクター
減衰力調整 F〇 伸側：36段、圧側：低速40段、高速無段階

R〇 伸側：40段、圧側：低速40段、高速無段階
バンプストッパー F〇 R〇ハイドロバンプクッション
ロアブッシュ F〇 R〇高荷重対応ピロボール
アッパーマウント F〇 R〇高荷重対応ピロボール

フロントは市販のFJクルーザー&プラド用のバトルズ VF-Rと
基本形状は同じだが、アウター径を拡大し、切削ボディが採用
されていたりと見た目も大きく異なる。コイルスプリングは市販
製品と同じBATTLEZ コイル Ti-Wを組み合わせている。

ロッドとアウターのサイズを拡大し
高強度・高剛性化とオイル増量による耐熱性の向上

ロッドとアウターのサイズを拡大。具体的にはロッド径がフロントリヤ共にφ16（Ａ
ＸＣＲ2016）からフロントφ18、リヤφ25に変更。常用悪路走行に特化した新開
発のピストンバルブを投入した。またリヤのアウターサイズもφ51からφ65にして
２倍のオイル量を確保。温度上昇を抑制して安定した減衰力を発生させる。

ハイドロバンプクッションを新採用 
大入力時に高減衰力を発生し車両安定性を向上させる

ダンパー内部に油圧式バンプクッションを搭載。常用悪路ではピストンバルブで
低い減衰力を発生させ、フルバンプ時はハイドロバンプクッションによる高い減
衰力を発生する。タイヤストローク位置に対して機能する減衰力機構を分担する
ことで、走行シーンを選ばない優れた悪路走破性を確保した。

ロッドの表面処理にDLCを施すことで
ハンドリングとタイヤの接地性を向上

これまでロッドの表面処理には硬質クロムめっきを使用していたがＤＬＣ（ダイヤ
モンドライクカーボン）を採用。ＫＹＢ独自に開発したダンパーに最適なＤＬＣを施
すことによりフリクションを低減。ダンパーの応答性が向上し、しなやかなストロー
クを実現。タイヤの接地感やハンドリングの応答性をアップさせた。 

POINT 1

POINT 2

POINT 3

長
年
の
想
い
と
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
を
経
て

生
ま
れ
た
バ
ト
ル
ズ 

Ｖ
Ｆ
‐
Ｒ

世
界
で
勝
負
で
き
る
日
本
製

オ
フ
ロ
ー
ド
ダ
ン
パ
ー
の
研
究

●ホース式アルミ製別タンク ●ステンメッシュホース&ストーンプロテクター ●DLC被膜（ダイヤモンドライクカーボン） ●切削ボディ+ピロボール式ロアブッシュ

※当ページで紹介しているダンパー「BATTLEZ VF-R AXCR SPECIAL by KYB」は研究開発を目的とし、TEAM JAOSのハイラックス専用に特別に造られたもので市販されていません。



37 36

Tires & Wheels

 

「
次
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
は
ブ
レ
ー
キ
を
強

化
し
よ
う
」
。
す
な
わ
ち
、
ホ
イ
ー
ル

は
こ
れ
ま
で
の
16
イ
ン
チ
か
ら
17
イ
ン

チ
に
変
更
す
る
こ
と
も
意
味
す
る
。
幸

い
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
の
ホ
イ
ー
ル
は
、
プ

ラ
ド
や
Ｆ
Ｊ
ク
ル
ー
ザ
ー
に
も
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
サ
イ
ズ
だ
。
ジ
ャ
オ
ス
が
新

し
い
ホ
イ
ー
ル
を
造
る
理
由
と
し
て
は

こ
れ
で
十
分
な
の
で
あ
る
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
高
強
度
で
軽
量
。

放
熱
性
を
確
保
し
、
競
技
で
使
用
し

て
も
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
シ
ー
ン
で
も
マ

ッ
チ
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
。
こ
う
し
て

生
ま
れ
た
「
ト
ラ
イ
ブ
・
ク
ロ
ウ
」

小
見
出
し（12

W
x2

L

）●
●

本
文
中
の
場
合
は
３
行
取
り
で

足元はタフネス&クールな新作

ジ
ャ
オ
ス
と
エ
ン
ケ
イ
が

コ
ラ
ボ
し
た
高
品
質
ホ
イ
ー
ル

は
競
技
用
ホ
イ
ー
ル
と
し
て
も
名
高

い
エ
ン
ケ
イ
と
コ
ラ
ボ
し
た
純
国
産
ホ

イ
ー
ル
だ
。
軽
量
・
高
強
度
・
高
剛
性

を
高
い
次
元
で
実
現
す
る
エ
ン
ケ
イ
独

自
の
最
新
リ
ム
成
形
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

「
マ
ッ
ト
プ
ロ
セ
ス
」
を
採
用
し
、
十

分
な
強
度
を
確
保
し
な
が
ら
も
重
量
は

約
10
㎏
（
Ｊ
Ｗ
Ｌ
ー
Ｔ
規
格
）
に
抑
え

る
こ
と
に
成
功
。
軽
快
感
の
あ
る
ラ
フ

メ
ッ
シ
ュ
デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
立

体
感
を
出
し
、
リ
ム
部
に
は
レ
リ
ー
フ

を
入
れ
て
適
度
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
プ
ラ

ス
。
見
事
４
Ｗ
Ｄ
用
ホ
イ
ー
ル
と
し
て

の
力
強
さ
と
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆
ド
レ
ッ
シ

ー
な
ル
ッ
ク
ス
を
両
立
。
さ
ま
ざ
ま
な

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
守
備
範
囲
の
広
さ
が
魅
力
だ
。

YOKOHAMA GEOLANDAR     JAOS TRIBE CLAW

立体感を高めるためにセンターに向かって落とし込むコンケイブ形状を採用。リムやスポークの
デザインも細部までこだわった渾身の作。エンケイとのコラボの証として刻印が入る。

　

過
去
２
回
の
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
で
チ
ー
ム
ジ

ャ
オ
ス
の
足
元
を
支
え
た
ジ
オ
ラ
ン
ダ

ー
の
マ
ッ
ド
テ
レ
ー
ン
タ
イ
ヤ
が
13
年

ぶ
り
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
。

　

今
夏
発
売
さ
れ
た
新
型
ジ
オ
ラ
ン
ダ

ー
Ｍ
／
Ｔ 

Ｇ
０
０
３
は
オ
フ
ロ
ー
ド

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
、
世
界
中
の
過
酷
な
オ
フ
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
で
培
っ
た
技
術
を
投
入
し
て
大

幅
に
ト
レ
ッ
ド
パ
タ
ー
ン
を
変
更
。
さ

ら
に
サ
イ
ド
デ
ザ
イ
ン
、
構
造
、
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
至
る
ま

で
の
全
面
刷
新
を
行
い
、
オ
フ
ロ
ー
ド

性
能
を
追
求
す
る
と
と
も
に
耐
久
性
・

競
技
で
鍛
え
た
強
さ
と

カ
ッ
コ
い
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル

耐
摩
耗
性
の
向
上
を
測
っ
た
の
だ
。
そ

の
劇
的
進
化
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
反
映

さ
れ
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
ル
ッ
ク
ス
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
圧
倒
的
な
存
在
感
を

手
に
入
れ
た
。

　

Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
２
０
１
７
で
約
２
０
０
０

km
を
Ｇ
０
０
３
で
走
破
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
能
戸
は
「
サ
イ
ド
の
剛
性
が
グ
ン

と
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
が
向
上
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や

す
い
。
マ
ッ
ド
や
ロ
ッ
ク
で
の
食
い
つ

き
の
良
さ
も
印
象
的
で
し
た
。
パ
ン
ク

も
一
度
も
し
な
か
っ
た
し
運
転
し
て
い

て
安
心
感
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

先
代
の
Ｍ
／
Ｔ+

ゆ
ず
り
の
静
粛
性

や
快
適
性
も
相
ま
っ
て
世
界
中
の
４
Ｗ

Ｄ
か
ら
支
持
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

JAOS TRIBE CLAW
17×7.5J+25 シルバー（写真左）・・・¥45,000（税抜）
17×7.5J+25 ガンメタリック（写真右）・・¥45,000（税抜）
17×8.0J+20 ブラックミーリング・・・¥50,000（税抜）
17×8.0J+20 ダークシルバー・・・¥46,000（税抜）

Tires●横浜ゴム ☎0120-667-520 http://www.y-yokohama.com  Wheels●ジャオス ☎0279-20-5511 http://www.jaos.co.jp

ハイラックスにピッタリな7.5J+25はシルバーとガンメタ
リックの２カラー展開。このほかにプラドやFJクルーザ
ー用として8.0J+20のブラックミーリングとダークシル
バーをラインアップしている。

トレッド全体に刻まれたラグ
グループやトレッド面のサイ
プなどが様々なオフロード
路面で優れたトラクションを
発揮。タイヤサイドは厚く設
計され、上部に設けた「アグ
レッシブサイドブロック」を配
置することで耐カット性や耐
摩耗性が向上した。

これまでの方向性パタ―ンから、左右どちらでも装着可能な点対称パターンに変更。スペアタイヤの選択に迷うことがない。
サイドの剛性がアップして劇的にハンドリングが向上したことによるマシンコントロールのしやすさが大きなアドバンテージとなった。

鍛造ホイールや2、3ピースホイールのリム成形に用いられる「スピニング製法」を応用して開発されたリム成形方法。鋳造工程後、リム部を鍛えながら引き伸ば
して成形。これにより、リムは鍛造に匹敵する材料強度を実現し、ディスクデザインは鍛造では成形不可能な自由度の高いデザインを施すことが可能になる。「MAT PROCESS」とは

200㎞以上のSSで激しい
オフロード走行をした後でも
しっかりとブロックが残って
いる。オフロードでの高い耐
久性が頼もしい。

GEOLANDAR M/T G003
20インチ 35×12.50R20 LT 121Q

37×12.50R20 LT 126Q
17インチ 33×12.50R17 LT 120Q

LT265/70R17 121/118Q
LT285/70R17 121/118Q
35×12.50R17 LT 121Q
37×12.50R17 LT 124Q

16インチ LT305/70R16 124/121Q
LT225/75R16 115/112Q
LT235/85R16 120/116Q※
LT245/75R16 120/116Q
LT265/75R16 123/120Q
LT285/75R16 126/123Q
LT315/75R16 127/124Q
6.50R16 LT 97/93Q※

15インチ 30×9.50R15 LT 104Q※
31×10.50R15 LT 109Q
32×11.50R15 LT 113Q※
33×12.50R15 LT 108Q※
35×12.50R15 LT113Q

※10月発売予定サイズ  
上記以外の追加サイズは11月以降発売予定





ご声援ありがとうございました。
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